
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 Ａ 組～ Ｃ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

○ ○ 〇 1

○ ○ ○ 13

定期考査

○ ○ 〇 1

B単元　自己と他者
【知識及び技能】
現代文のさまざまな文章に触れ、言
語感覚を磨き、言語と文化の関係を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
文章読解を通して適切かつ効果的に
表現する能力を育成し、思考力や想
像力を伸ばす。
【学びに向かう力、人間性等】
身につけた知識や思考力を用いて進
んで表現することによって社会生活
の充実を図る。

・指導事項
　話すこと・聞くこと、書くこ
と、読むこと
・教材
　「贈り物」としてのノブレス・
オブリージュ
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

【知識及び技能】
現代文のさまざまな文章に触れ、言語感覚を
磨き、言語と文化の関係を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
文章読解を通して適切かつ効果的に表現する
能力を育成し、思考力や想像力を伸ばしてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
身につけた知識や思考力を用いて進んで表現
することによって社会生活の充実を図ろうと
している。

○ ○ ○ 12

定期考査

思 学
配当
時数

１
学
期

A 単元　日本語の多様性
【知識及び技能】
現代文のさまざまな文章に触れ、言
語感覚を磨き、言語と文化の関係を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
文章読解を通して適切かつ効果的に
表現する能力を育成し、思考力や想
像力を伸ばす。
【学びに向かう力、人間性等】
身につけた知識や思考力を用いて進
んで表現することによって社会生活
の充実を図る。

・指導事項
　話すこと・聞くこと、書くこ
と、読むこと
・教材
　「方言コスプレ」現象
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

【知識及び技能】
現代文のさまざまな文章に触れ、言語感覚を
磨き、言語と文化の関係を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
文章読解を通して適切かつ効果的に表現する
能力を育成し、思考力や想像力を伸ばしてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
身につけた知識や思考力を用いて進んで表現
することによって社会生活の充実を図ろうと
している。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

論理国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

現代文のさまざまな文章に触れ、言語感覚を磨
き、言語と文化の関係を理解する。

文章読解を通して適切かつ効果的に表現する能
力を育成し、思考力や想像力を伸ばす。

身につけた知識や思考力をを用いて進んで表現
することによって社会生活の充実を図る。

大修館書店『論理国語』

国語

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚をも
ち、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

国語 論理国語
国語 論理国語 2



78計

２
学
期

３
学
期

○ ○ 17

・指導事項
　話すこと・聞くこと、書くこ
と、読むこと
・教材
　ネットワーク上のコミュニケー
ション
・一人１台端末の活用　等

○ ○

1

○ ○ ○ 17

○ ○ 〇

E単元　政治と社会
【知識及び技能】
現代文のさまざまな文章に触れ、言
語感覚を磨き、言語と文化の関係を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
文章読解を通して適切かつ効果的に
表現する能力を育成し、思考力や想
像力を伸ばす。
【学びに向かう力、人間性等】
身につけた知識や思考力を用いて進
んで表現することによって社会生活
の充実を図る。

・指導事項
　話すこと・聞くこと、書くこ
と、読むこと
・教材
　多数決を疑う
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

【知識及び技能】
現代文のさまざまな文章に触れ、言語感覚を
磨き、言語と文化の関係を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
文章読解を通して適切かつ効果的に表現する
能力を育成し、思考力や想像力を伸ばしてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
身につけた知識や思考力を用いて進んで表現
することによって社会生活の充実を図ろうと
している。

○ ○ ○ 14

C単元　自己と他者
【知識及び技能】
現代文のさまざまな文章に触れ、言
語感覚を磨き、言語と文化の関係を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
文章読解を通して適切かつ効果的に
表現する能力を育成し、思考力や想
像力を伸ばす。
【学びに向かう力、人間性等】
身につけた知識や思考力を用いて進
んで表現することによって社会生活
の充実を図る。

・指導事項
　話すこと・聞くこと、書くこ
と、読むこと
・教材
　人はなぜ贈与するのか
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

【知識及び技能】
現代文のさまざまな文章に触れ、言語感覚を
磨き、言語と文化の関係を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
文章読解を通して適切かつ効果的に表現する
能力を育成し、思考力や想像力を伸ばしてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
身につけた知識や思考力を用いて進んで表現
することによって社会生活の充実を図ろうと
している。

D単元　コミュニケーションの手段
【知識及び技能】
現代文のさまざまな文章に触れ、言
語感覚を磨き、言語と文化の関係を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
文章読解を通して適切かつ効果的に
表現する能力を育成し、思考力や想
像力を伸ばす。
【学びに向かう力、人間性等】
身につけた知識や思考力を用いて進
んで表現することによって社会生活
の充実を図る。

1

定期考査

○ ○

定期考査
○ ○ 〇

○○

【知識及び技能】
現代文のさまざまな文章に触れ、言語感覚を
磨き、言語と文化の関係を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
文章読解を通して適切かつ効果的に表現する
能力を育成し、思考力や想像力を伸ばしてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
身につけた知識や思考力を用いて進んで表現
することによって社会生活の充実を図ろうと
している。

1
定期考査

〇



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組 C 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２
学
期

３
学
期

E単元「国際協力と平和・文化」
【知識及び技能】
地理学や地図の基礎を学び、日本の
地勢、課題について理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
地理学や地図、日本の地勢、課題に
ついて適切な資料を用いて多面的・
多角的に考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
地理学や地図、日本の地勢、課題に
ついて探究し、自身と関連付けて考
える。

・指導事項
２１国連のしくみ
２２条約・協定・宣言
２３軍縮・平和安全法制
２４社会・生活、建築・美術、
　　伝統芸能、時事英語

【知識・技能】
国連のしくみや国際法、日本や世界の文化につ
いて理解しているか。
【思考・判断・表現】
国連のしくみや国際法、平和安全法制、日本や
世界の文化について適切な資料を用いて多面
的・多角的に考察しているか。
【学びに向かう力、人間性等】
国連のしくみや国際法、平和安全法制、日本や
世界の文化について探究し、自身と関連付けて
考えようとしているか。

○ ○ ○ 17

定期考査
○ ○ 1

定期考査
○ ○ 1

定期考査
○ ○ 1

D単元「日本と世界の歴史と現代課
題」
【知識及び技能】
地理学や地図の基礎を学び、日本の
地勢、課題について理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
地理学や地図、日本の地勢、課題に
ついて適切な資料を用いて多面的・
多角的に考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
地理学や地図、日本の地勢、課題に
ついて探究し、自身と関連付けて考
える。

・指導事項
１６世界史①・世界史②（革命・
　　戦争含む）
１７日本史①・日本史②（歴代
　　首相・戦後日本の政治経済
　　史含む）
１８アジア・アフリカ（中国・
　　韓国・北朝鮮・中東情勢、
　　北方領土問題、国際紛争・
　　地域紛争含む）
１９アメリカ・ヨーロッパ
　（EU含む）

【知識・技能】
日本と世界の歴史や現代的課題について理解し
ているか。
【思考・判断・表現】
日本と世界の歴史や現代的課題について適切な
資料を用いて多面的・多角的に考察している
か。
【学びに向かう力、人間性等】
日本と世界の歴史や現代的課題について探究
し、自身と関連付けて考えようとしているか。

○ ○ ○ 14

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

世界と日本について、地勢と地勢から展開する歴史を、総合的にとらえて基礎的知見を得る。

A単元「地理の基礎と日本の地勢」
【知識及び技能】
地理学や地図の基礎を学び、日本の
地勢、課題について理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
地理学や地図、日本の地勢、課題に
ついて適切な資料を用いて多面的・
多角的に考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
地理学や地図、日本の地勢、課題に
ついて探究し、自身と関連付けて考
える。

・指導事項
１　地理学・地図
２　都道府県
３　温泉・祭り・焼き物
４　日本地理・地形①
５　日本地理・地形②
６　日本の課題（少子高齢化、
　　震災）

【知識・技能】
地理学や地図の基礎、日本の地勢、課題につい
て理解しているか。
【思考・判断・表現】
地理学や地図、日本の地勢、課題について適切
な資料を用いて多面的・多角的に考察している
か。
【学びに向かう力、人間性等】
地理学や地図、日本の地勢、課題について探究
し、自身と関連付けて考えようとしているか。

○ ○ ○ 8

配当
時数

思 態

左記をふまえて、現代に通暁する諸課題を認識
し、自身の問題として自覚化し、より良い社会
の一員となることを目指す。

【学びに向かう力、人間性等】

合計

78

1

〇 17

C単元「様々な業種と地球的課題」
【知識及び技能】
地理学や地図の基礎を学び、日本の
地勢、課題について理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
地理学や地図、日本の地勢、課題に
ついて適切な資料を用いて多面的・
多角的に考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
地理学や地図、日本の地勢、課題に
ついて探究し、自身と関連付けて考
える。

・指導事項
１２環境（地球温暖化、原子力
　　問題、エネルギー・新資源）
１３経済用語、経済論・経済史
　　経済協定
１４宇宙開発、建設・住宅、
　　自動車・運輸サービス
１５流通・商社・アパレル、
　　サービス（旅行・ホテル）

【知識・技能】
身の回りにある様々な業種や私たちが直面して
いる環境問題について理解しているか。
【思考・判断・表現】
身の回りにある様々な業種や私たちが直面して
いる環境問題について適切な資料を用いて多面
的・多角的に考察しているか。
【学びに向かう力、人間性等】
身の回りにある様々な業種や私たちが直面して
いる環境問題について探究し、自身と関連付け
て考えようとしているか。

〇 〇

・指導事項
７　世界地理・地形①
８　世界地理・地形②、世界遺産
９　世界の主な国①アメリカ・
　　ヨーロッパ
１０世界の主な国②アジア・
　　アフリカ
１１国旗

【知識・技能】
世界の国や地形、国旗について理解している
か。
【思考・判断・表現】
世界の国や地形、国旗について適切な資料を用
いて多面的・多角的に考察しているか。
【学びに向かう力、人間性等】
世界の国や地形、国旗について探究し、自身と
関連付けて考えようとしているか。

○ ○

定期考査
○ ○

○１
学
期

17

定期考査
○ 1

B単元「世界の地勢」
【知識及び技能】
地理学や地図の基礎を学び、日本の
地勢、課題について理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
地理学や地図、日本の地勢、課題に
ついて適切な資料を用いて多面的・
多角的に考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
地理学や地図、日本の地勢、課題に
ついて探究し、自身と関連付けて考
える。

○

地理歴史 地歴考究
地理歴史 地歴考究 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

世界と日本について、地勢と地勢から展開する
歴史を、総合的にとらえて基礎的知見を得る。

左記で獲得した基礎的知見を、世界と日本につ
いて、地勢と地勢から展開する歴史を、多面
的・多角的に考察する。

歴史総合　近代から現代へ　山川出版社  　・      高校生の地理総合　帝国書院

地理歴史

地歴考究

【 知　識　及　び　技　能 】

上記をふまえて、現代に通暁する諸課題を認識し、自身の問題として自覚化し、より良い社会の一員となることを目
指す。

上記で獲得した基礎的知見を、世界と日本について、地勢と地勢から展開する歴史を、多面的・多角的に考察する。



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 Ａ 組・ Ｃ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

１
学
期

定期考査 ○ ○ 〇 1

B 単元 「日本国憲法と基本的人権」
【知識及び技能】
・日本国憲法の成立過程を踏まえつ
つ、明治憲法との違いを理解する。
・自由権の内容について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・日本国憲法の基本原理を理解した
うえで、憲法の改正手続きについて
考える。
【学びに向かう力、人間性等】
・日本国憲法が保障する基本的人権
のうち、精神の自由について身近な
例と結び付けて考える。
・現代社会にはどのような差別があ
り、どのような対処がなされている
のかニュースなどから見つける。

・指導事項
　①日本国憲法の成立
　②日本国憲法の基本原理
　③自由に生きる権利(１)
　④自由に生きる権利(２)
　⑤平等に生きる権利
・教材
教科書、一人１台端末

【知識・技能】
・日本国憲法の成立過程を理解している。
・諸外国の憲法に関連する諸情報を信頼性の高
い情報源から収集し、知識の補強といった形で
適切に扱うことができている。
・自由権・平等権と関連する判例（教科書掲載
外の判例）を信頼性の高い情報源から収集し、
それぞれ適切に分類・整理したうえで、知識の
補強といった形で適切に扱うことができてい
る。
【思考・判断・表現】
・自由権、平等権について、各種判例や自身の
身近な事例などと結びつけながら協働的に考察
し、適切に表現している。
・差別を解消すべき理由について、『公共』で
学んだ「人間の尊厳」や「個人の尊重」といっ
た視点に立ちながら、適切に表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
・憲法の最高法規性や日本国憲法の原理、改正
手続きなどについて主体的に理解・追究しよう
としている。
・日本国憲法の三大基本原理が私たちの人権や
政治に果たしている役割について関心を高め、
主体的に追及しようとしている。
・基本的人権が保障されていることの意義を知
り、関心が高まっている。また、例えば平等権
と社会的な差別の諸課題について多面的かつ主
体的に考察し、よりよい社会の実現を視野に、
学習したことを社会の改善に生かそうとしてい
る。

○ ○ ○ 12

選択・判断の手がかりとなる概念や理論及び、倫理、政治・経済などに関わる現代の諸課題について理解す
るとともに諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題
を主体的に解決しようとする態度を養うととも
に、多面的・多角的な考察や深い理解を通して
涵養される、国民主権を担う公民として、自国
を愛し、その平和と繁栄を図ることや、我が国
及び国際社会において国家及び社会の形成に、
より積極的な役割を果たそうとする自覚などを
深める。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

社会の在り方に関わる現実社会の諸課題の解決
に向けて探究するための手がかりとなる概念や
理論などについて理解するとともに、諸資料か
ら社会の在り方に関わる情報を適切かつ効果的
に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

国家及び社会の形成者として必要な選択・判断
の基準となる考え方や政治・経済に関する概念
や理論などを活用して、現実社会に見られる複
雑な課題を把握し、説明するとともに、身に付
けた判断基準を根拠に構想する力や、構想した
ことの妥当性や効果、実現可能性などを指標に
して議論し公正に判断して、合意形成や社会参
画に向かう力を養う。

実教出版　最新　政治・経済

公民

現代の諸課題について、事実をもとに概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、解決に向けて公正
に判断したりする力を養う。

よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度と自国を愛しその平和と繁栄
を図ることや、各国が相互に主権を尊重し、各国民が協力し合うことの大切さについての自覚を深める。

公民考究

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

A 単元 「現代国家と民主政治」
【知識及び技能】
・基本的人権の歴史的発展や法の支
配について理解する。
・民主政治のしくみと課題を理解し
たうえで、権力分立と立憲主義の重
要性を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・政治、国家、法のあり方について
考える。
・基本的人権の保障はどのように拡
大していったのか考える。
・世界の国々が採用している議院内
閣制と大統領制には、民主政治の諸
原理がどのように反映されているの
か考える。
【学びに向かう力、人間性等】
・国民主権や議会制民主主義を
ニュースで起こっていることと結び
付けようとする。

・指導事項
　①民主政治と法
　②民主政治の基本原理
　③民主政治のしくみと課題
　④世界のおもな政治制度
・教材
教科書、一人１台端末

【知識・技能】
・法の意義と役割のほか、法の分類についても
理解している。
・基本的人権の歴史的発展について理解してい
る。
・議院内閣制・大統領制をはじめとする各国の
政治制度の特徴について、民主政治の諸原理に
も着目しながら理解している。
【思考・判断・表現】
・政治とはどのような営みか、自身の身近な事
例にも言及しながら考察し、適切に表現してい
る。
・基本的人権や法の支配の重要性について、歴
史的背景にも言及しながら考察し、それらを適
切に表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
・国民主権を担う公民としての自覚をもとに、
民主政治のあり方や法の意義などについて主体
的に理解・追究しようとしている。
・国民主権を担う公民としての自覚をもとに、
現実の政治制度に関する課題について主体的に
理解・追究しようとしている。

評価規準 知 思 態

公民 公民考究
公民 公民考究 2

定期考査
○ ○ 〇 1

○ ○ ○ 13

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容



２
学
期 定期考査

○ ○ 〇 1

B 単元 「日本国憲法と基本的人権」
【知識及び技能】
・社会権の内容について理解する。
・新しい人権について理解する。
・公共の福祉について理解する。
・日本の安全保障政策の展開につい
て理解する。
・今日の安全保障政策の課題につい
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・社会権にはどのような権利があ
り、どのように保障されているか判
例をもとに考える。
・参政権、請求権にはどのような権
利があるか判例をもとに考える。
・平和憲法のもと、どのようにして
自衛隊は創設され、活動範囲をひろ
げてきたのか、その背景を考える。
【学びに向かう力、人間性等】
・人権と人権が衝突した場合、どの
ように調整すべきか、身近な事例を
基に考えを深める。
・徹底した平和主義をかかげる日本
が、今後世界で求められることは何
かグループワークを通じて意見交換
をする。

・指導事項
　⑥社会権と参政権・請求権
　⑦新しい人権
　⑧人権の広がりと公共の福祉
　⑨平和主義と自衛隊
　⑩日米安全保障体制の変化
　⑪21世紀の平和主義
・教材
教科書、一人１台端末

【知識・技能】
・冤罪や死刑制度、さまざまな差別、生存権の
保障など、人権に関する現実社会の課題につい
て理解している。
・社会権と関連する判例（教科書掲載外の判
例）を信頼性の高い情報源から収集し、それぞ
れ適切に分類・整理したうえで知識の補強と
いった形で適切に扱うことができている。
・環境権・知る権利・プライバシーの権利など
の新しい人権の内容とそれらの権利が主張され
るようになった背景について理解している。
・社会的権力による人権侵害の課題や人権の国
際化の動き、公共の福祉について理解してい
る。
・公共の福祉の具体的な事例を信頼性の高い情
報源から収集し、知識の補強といった形で適切
に扱うことができている。
・日本国憲法の平和主義の内容と日米安保体制
がうまれた背景について理解している。
・1990年代以降の安全保障体制の変容と今日の
課題について理解している。
・日本の安全保障をめぐる現状と課題、自衛隊
の海外活動の現状といった諸情報を信頼性の高
い情報源から収集し、知識の補強といった形で
適切に扱うことができている。
【思考・判断・表現】
・社会権について、各種判例や自身の身近な事
例などと結びつけながら協働的に考察し、適切
に表現している。
・差別を解消すべき理由について、『公共』で
学んだ「人間の尊厳」や「個人の尊重」といっ
た視点に立ちながら、適切に表現している。
・社会権の保障（すべての人が人間らしい生活
を送れるようにするために国がすべきことは何
か、など）について、協働的に考察し、適切に
表現している。
・知る権利の内容理解を踏まえたうえで、「忘
れられる権利の是非」について多面的に考察
し、適切に表現している。
・現実社会の問題の解決と個人の権利との調整
について、生徒自らが調べて収集した具体的な
事例にもとづきながら協働的に考察し、適切に
表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
・基本的人権が保障されていることの意義を知
り、関心が高まっている。また、平等権と社会
的な差別の諸課題について多面的かつ主体的に
考察し、よりよい社会の実現を視野に学習した
ことを社会の改善に生かそうとしている。
・新しい人権について主体的に追究して、学習
上の課題を意欲的に解決しようとしている。
・公共の福祉について主体的に追究することを
通して、個人と個人の権利の衝突を調整の方法
を社会生活に生かそうとしている。
・集団的自衛権について関心が高まっており、
集団的自衛権が他国との関係でどのような影響
を及ぼしうるかについて主体的に検討しようと
している。
・我が国の安全保障と防衛について主体的に追
究して、学習上の課題を意欲的に解決しようと
している。

○ ○ ○ 16



２
学
期

定期考査
○ ○ 〇 1

C 単元 「日本の政治制度と政治参
加」
【知識及び技能】
・国会の役割や権限について理解す
る。
・内閣の権限と議院内閣制について
理解する。
・司法制度のあり方や司法参加の意
義について理解する。
・地方自治の本旨や住民の権利につ
いて理解する。
・地方がかかえる課題について理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
・行政の民主化に必要なことは何か
を考える。
・司法権の独立はなぜ重要か考え
る。
・日本の地方自治はどのような財政
上の課題があるか考える。
【学びに向かう力、人間性等】
・国会の地位・役割・構成・権限に
ついて、新聞やニュースで伝えられ
ていることと関連付けられるように
する。
・司法制度改革にはどのようなもの
があるか、新聞やニュースなどから
情報を集める。

・指導事項
　①政治機構と国会
　②内閣と行政機関の拡大
　③公正な裁判の保証
　④地方自治と住民福祉
・教材
教科書、一人１台端末

【知識・技能】
・国会の役割や権限、運営について理解してい
る。
・内閣の権限や議院内閣制のしくみについて理
解している。
・行政改革の現状、日本各地のオンブズマンの
活動状況といった諸情報を信頼性の高い情報源
から収集し、知識の補強といった形で適切に扱
うことができている。
・司法権の独立や裁判のしくみ、各裁判所の役
割について理解している。
・違憲審査権について理解している。
・裁判員制度や検察審査会の意義と役割につい
て理解している。
・司法制度改革の現状と課題について、信頼性
の高い情報源から収集し、適切に整理すること
ができている。
・地方自治の本旨である、団体自治と住民自治
について理解している。
・地方自治の政治・経済的な課題について理解
している。
・住民自治に基づく住民の権利や住民投票な
ど、住民の意思を反映させる手段について理解
している。
・身近な地域の人口動向や防災面での課題につ
いて、信頼性の高い情報源から収集し、適切に
整理することができている。
【思考・判断・表現】
・裁判員制度の意義と課題について協働的に考
察し、適切に表現している。
・違憲審査権の行使について、２つの観点（消
極的観点：裁判所は直接国民を代表する機関で
はないので、代表者からなる国会の定めた法律
の違憲審査には消極的であるべきである／積極
的観点：多数決による政治で無視されがちな少
数者の権利を救済できるのは裁判所以外にない
のだから、違憲の法律による権利侵害に対して
は積極的に違憲審査すべきである）を踏まえな
がら考え、適切に表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
・日本の政治機構について主体的に追究して、
学習上の課題を意欲的に解決しようとしてい
る。
・行政権の拡大について関心を深めており、官
僚政治と官邸主導のそれぞれの長所と短所につ
いて主体的に追求しようとしている。
・司法制度のあり方や司法参加の意義について
主体的に追究して、学習上の課題を意欲的に解
決しようとしている。
・地方がかかえる課題の概要を理解したうえ
で、身近な地域の人口動向や防災面での課題、
東京圏への一極集中といった主題に興味関心を
もち、人口動向が地域に与える影響や一極集中
にともなう課題の解決策などを積極的に追究し
ながら、「持続可能な地域社会のあり方」や
「地域における防災」を探究するための意欲を
高めている。

○ ○ ○ 15



定期考査
○ ○ 〇 1

３
学
期

C 単元 「日本の政治制度と政治参
加」
【知識及び技能】
・日本の政党政治の特徴と課題につ
いて理解する。
・日本の選挙制度の特徴と課題につ
いて理解する。
・マス･メディアや市民運動の意義に
ついて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・戦後日本の政党政治はどう変遷し
てきたのか、政党政治にはどのよう
な課題があるか考える。
・日本の選挙制度の課題にはどのよ
うなものがあるか考える。
・メディアの責任とは何か、自分の
意見をまとめ、発表する。
【学びに向かう力、人間性等】
・政党政治にはどのような課題があ
るか、新聞やニュースなどから情報
を収集する。
・投票率が上昇するためにはどうし
たらよいか自分ごととして考える。

・指導事項
　⑤政党政治
　⑥選挙制度
　⑦世論と政治参加
・教材
教科書、一人１台端末

【知識・技能】
・政党政治や日本の政党政治の課題について理
解している。
・日本の選挙制度の種類とそれぞれの特徴、議
員定数の不均衡などの課題について理解してい
る。
・選挙制度の課題、政治活動に関する規制の現
状について信頼性の高い情報源から収集し、適
切に整理することができている。
・マス・メディアや市民運動が世論形成と政治
にもたらす影響について理解している。
・政治的無関心や無党派層の増加などの課題に
ついて理解している。
・民意を国政に反映させる多様な方法につい
て、信頼性の高い情報源から収集し、適切に整
理することができている。
【思考・判断・表現】
・日本の政党政治の課題について、「政治資
金」や「政党間の競争」といった観点に立ちな
がら考え、適切に表現している。
・SNSやインターネットの普及が世論形成に与
えるメリットとデメリットについて多面的に考
察し、適切に表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
・政党の変遷について主体的に追究して、なぜ
離合集散が繰り返されるのかといった観点から
政党政治の課題を意欲的に解決しようとしてい
る。
・選挙制度について関心を深めており、デジタ
ル時代の選挙のあり方の課題を意欲的に解決し
ようとしている。
・政治と民意の関係について主体的に追究し、
民意を政治に反映させるための課題を意欲的に
解決しようとしている。
・政治参加と公正な世論の形成について主体的
に追究して、学習上の課題を意欲的に解決しよ
うとしている。

〇 〇 〇 17

合計

78



高等学校 令和８年度（４学年） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 A 組～ C 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：教養科学

【 知　識　及　び　技　能 】

定期考査

自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、
実験などに関する技能を身に付けるようにする。

身近な事物・現象に関心や探究心をもち、科学的な視点・考
察力を養うとともに、科学技術に対する関心を高める態度を
身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

科学技術の発展の人間生活への貢献、身近な事物・現象を通し
ての現代の人間生活と科学技術の関連性についての知識を身に
付け、これからの科学技術と人間生活のあり方について理解で
きている。
また、身近な事物・現象に関する観察、実験の技能を習得する
とともに、それらを科学的に探究する方法を身に付ける。

tyuke

数研出版　科人704 『科学と人間生活』

理科

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

配当
時数

第2編1章　生命現象の大もととなる遺伝子のはたら
き
【知識及び技能】
・DNAの構造や遺伝子とDNAとの関係について理解す
る。
・タンパク質はアミノ酸がつながってできているこ
とを理解する。
・DNAの塩基配列からタンパク質がつくられる過程
について考え、理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・転写と翻訳について自分なりの表現で説明する。
・タンパク質によってアミノ酸の並び方を予想でき
る。
・ヒトの体内には多くの種類のタンパク質があり、
それぞれ、さまざまなはたらきをもっていることを
説明できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・親の形や性質などの特徴が子や孫に現れることが
あることを想起し、遺伝について問題を見いだそう
とする。

【指導事項】
Ａ　遺伝子とDNA
　・DNAの構造
　・遺伝子とDNAの関係
　＜観察・実験2＞DNAの抽出

Ｂ　DNAの遺伝情報からタンパク質
へ
　・タンパク質をつくるアミノ酸
　・転写と翻訳
Ｃ　体内ではたらくタンパク質
　・さまざまなタンパク質
　・学習内容の整理
　・章末確認テスト

【教材】

・教科書
・授業プリント
・一人１台端末

【知識・技能】
・安全面や衛生面に留意して実験を行い、抽出したDNAについて、スケッ
チや文章で適切に記録している。［行動観察・記録分析］
・DNAの構造や遺伝子とDNAとの関係について理解している。［記述分析］
・DNAの塩基配列を基にヒトの体内でタンパク質がつくられる過程につい
て理解している。［発言分析］
　
【思考・判断・表現】
・学んだことを生かして、転写と翻訳を経て体内でタンパク質がつくられ
る過程について、自らの言葉で表現しようとしている。［発言分析・行動
観察］
・ヒトの体内には多くの種類のタンパク質があり、それぞれ、生命活動に
重要な役割を果たしていることを理解している。［発言分析・記述分析］

【学びに向かう力、人間性等】
・視覚、血糖濃度の調節、免疫、遺伝子のはたらきについて、人間生活と
関連付けて考えようとしている。［発言分析・記述分析］

○ ○ ○

理科 教養科学
理科 教養科学 2

11

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 学

○ 1

○

○ 〇

14

1
定期考査

○ ○ 〇

１
学
期

【指導事項】
Ａ　感染症から体を守るしくみ
　・免疫を支えるリンパ球
　・B細胞としてはたらく抗体
　・抗原抗体反応の特徴
　・免疫記憶
　＜実習2＞免疫記憶の利点を考え
よう

Ｂ　免疫のしくみと日常生活
　・予防接種で感染症予防のしく
み
　・免疫反応で起こるアレルギー

【教材】

・教科書
・授業プリント
・一人１台端末

【知識・技能】
・免疫の仕組みとしての抗原抗体反応や免疫記憶、それらを利用した治療
法について理解している。［発言分析・記述分析］

【思考・判断・表現】
・一次応答と二次応答の血液中の抗体濃度の変化のグラフを読み取り、科
学的に考察して、免疫記憶の利点を見いだし、表現している。［発言分
析・記述分析］
・はしかの予防接種の効果について、データを基に科学的に考察して見い
だし、表現している。［発言分析・記述分析］

【学びに向かう力、人間性等】
・予防接種で感染症を予防する仕組みや免疫反応によるアレルギーについ
て理主体的に調べようとしている。［発言分析・記述分析］

○ ○

材料とその利用
【知識及び技能】
・予防接種の意味を考え、予防接種で感染症を予防
する仕組みについて理解する。
・免疫とリンパ球のはたらきについて理解する。
・免疫反応によってアレルギーが引き起こされるこ
とがあることを理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・抗原抗体反応の仕組みと特徴について説明でき
る。
・免疫記憶、一次応答と二次応答の血液中の抗体濃
度の変化のデータを基に、免疫記憶の利点について
考察する。

【学びに向かう力、人間性等】
・うがいや手洗いの重要性について考え、病原体か
ら体を守るための仕組みについて問題を見いだす。



78

〇 1

○ ○ 〇 1

合計

12

○ ○

○ ○ ○ 9

微生物とその利用
【知識及び技能】
・私たちの身のまわりには無数の微生物が存在する
ことを実験を通して理解できている。
・微生物には特徴の異なるさまざまな生物が含まれ
ることを理解できている。
・目に見えない微生物の存在を認識するに至った科
学史を理解できている。
　
【思考力、判断力、表現力等】
・発酵食品の生産には微生物が利用されることを、
食品中の微生物の観察を通して考えさせる。
・乳酸発酵とアルコール発酵が起こる際の反応を理
解できているとともに、それぞれを利用してつくら
れる発酵食品について学習させる。
・ワクチンや抗生物質などがどのような物質である
のかを理解できているとともに、それらの医薬品の
生産に微生物が利用されていることを学習させる。

【学びに向かう力、人間性等】
・分解者としての微生物のはたらきを理解できてい
る。
・炭素や窒素の循環の概要とそれに関わる微生物の
役割を理解できている。
・微生物による分解によって自然浄化が行われてい
ることや、微生物の分解能力を利用した浄化が試さ
れていることを学習させる。

【指導事項】
Ａ　身のまわりの微生物
　・微生物とその発見の歴史
　・発酵食品への微生物の利用
　・乳酸発酵とアルコール発酵
Ｂ 　医薬品への微生物の利用
　・生態系における微生物
　・環境の浄化と微生物

【教材】

・教科書
・授業プリント
・一人１台端末

【知識・技能】
・微生物の生息場所や種類について理解できている。
・微生物に関わる一連の科学史を理解できている。
・発酵および発酵食品について理解できている。
・乳酸発酵およびアルコール発酵について理解できている。
・ワクチンや抗生物質などの医薬品の製造に微生物が関わっていることを
理解できている。
・炭素循環と窒素循環に微生物が関わっていることを理解できている。
・汚水や環境の浄化に微生物が利用されていることを理解できている。

【思考・判断・表現】
・微生物を培養する実験から、微生物が生息する場所について考察でき
る。
・微生物の科学史についての学習を通して、目に見えない微生物を調べる
方法について考察できる。
・発酵食品に含まれる微生物の観察を通して、発酵食品と微生物との関わ
りについて考察できる。
・アルコール発酵の実験を通して、アルコール発酵の反応について説明で
きる。
・土壌中の微生物を確認する実験を通して、生態系における微生物の役割
を説明できる。
・活性汚泥の観察を通して、下水処理のしくみについて説明できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・微生物が人間生活のさまざまな場面に役立っていることを意欲的に理解
しようとしている。

○ ○ ○ 10

○

定期考査
○ ○

定期考査
○ ○ 〇 1

３
学
期

２
学
期

17

熱の性質とその利用
【知識及び技能】
・温度は何を表すものなのか理解できている。
・熱容量と比熱について理解できている。
・電力量と電力の定義について学習させる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
・物体をつくる粒子が熱運動をしていることを、実
験を通して理解できている。
・熱伝導、対流、熱放射では、それぞれどのように
熱が伝わるのか理解できている。
・物質の三態、融解熱・蒸発熱について、物質をつ
くる粒子に着目して理解できている。

【学びに向かう力、人間性等】
・エネルギーに関心を持ち、さまざまな種類に分類
し考えさせる。
・可逆変化と不可逆変化は、それぞれどのような変
化なのか考えさせる。
・どのような方法で電力を生み出しているか考えさ
せる。

【指導事項】
Ａ　温度と熱運動
　・熱容量
  ・比熱
　・熱の伝わり方
Ｂ 　仕事や電流と熱の発生エネル
ギー
　・移り変わり
　・熱エネルギーの利用
　・エネルギー資源の利用

【教材】

・教科書
・授業プリント
・一人１台端末

【知識・技能】
・セルシウス温度と絶対温度について理解できている。
・熱平衡とはどのような状態か理解できている。
・熱量の保存について実験を通して、理解できている。

【思考・判断・表現】
・エネルギーは相互に変換されることを実験を通して考えている。
・仕事による熱の発生について、実験を通して考えている。
・ジュールの実験にも触れ、仕事と熱量が比例関係にあることを説明でき
る。
・電流の仕事により熱が発生することと、その発熱量はジュールの法則に
従うことを説明できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・熱機関について、実験を通して主体的に学び、得た熱量のすべてを仕事
に変えることはできないことを説明しようとしている。
・複合サイクル方式やコージェネレーションシステムなど、エネルギーを
効率的に利用する技術があることを深く調べ、まとめようとしている。

○ ○

課題研究
【知識及び技能】
自然や生活の中から疑問を発見させ、そのテーマに
ついて調べていく方法を学ばせる。

　
【思考力、判断力、表現力等】
調べたことをまとめ、発表する技術と方法を学ばせ
る。

【学びに向かう力、人間性等】
自分の考えを相手に正しく効果的に伝えることの大
切さを考えさせる。

【指導事項】
各自、時事的な科学トピックを課
題研究し、クラス発表する。

【教材】

・教科書
・授業プリント
・一人１台端末

【知識・技能】
自然や生活の中から疑問を発見し、そのテーマについて調べ、深く理解す
る。

【思考・判断・表現】
知りえた情報をわかりやすく整理し、原稿にまとめることができる。
また、他者に簡潔に説明し、内容を効果的に伝えることができている。

【学びに向かう力、人間性等】
自分の課題に対し、関心を持って調べ、課題解決に向け意欲的に取り組も
うとしている。 ○

定期考査

自然景観と自然災害
【知識及び技能】
・地震発生のしくみを理解する。
・火山噴火のしくみについて理解する。
・マグニチュードと震度の違いを理解する。
・風化、侵食、運搬の3作用を理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
・マグマの性質と溶岩の噴出量によって、火山の大
きさや形が変化することを学習させる。
・火山活動によって引き起こされる災害について学
習させる。
・ハザードマップを作成する。

【学びに向かう力、人間性等】
・風化・浸食・運搬の作用によって、山地、河川ぞ
い、平野ではそれぞれ特徴的な地形が形成されるこ
とを理解しようとする。
・土砂災害を引き起こす現象の種類と危険性の高い
地形との関係について理解しようとする。

【指導事項】
Ａ　日本列島とプレート
　・地震のしくみと地震活動
　・地震による災害
　・マグマがつくる火山と景観
Ｂ　火山がもたらす恵みと災害
　・水のはたらきと自然景観
　・土砂災害と洪水

【教材】

・教科書
・授業プリント
・一人１台端末

【知識・技能】
・地震発生のしくみを理解できている。
・火山噴火のしくみについて理解できている。
・マグニチュードと震度の違いを理解できている。
・風化、侵食、運搬の３作用を理解できている。
　

【思考・判断・表現】
・日本列島がプレート境界に位置することから、プレート境界に沿って多
くの地震が発生することを説明できる。
・プレートの運動によって高くなった山は、流れる水のはたらきによって
低くなることを理解できている。

【学びに向かう力、人間性等】
・地震によって発生する災害やその危険性について、意欲的に考えようと
している。
・火山は災害を引き起こすだけではなく、温泉や鉱物資源など私たちの生
活に恵みをもたらしていることを理解しようとしている。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 Ａ 組 ・ Ｃ 組

教科担当者：

使用教科書：（

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1
・
3
学
期

H　体育理論
【知識および技能】
　豊かなスポーツライフの設計の仕
方について理解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　豊かなスポーツライフの設計の仕
方について、課題を発見し、よりよ
い解決に向けて思考し判断するとと
もに、他者に伝えることができるよ
うになる。
【学びに向かう力、人間性等】
 　豊かなスポーツライフの設計の
仕方についての学習に主体的に取り
組むことができるようにする。

①各ライフステージでのスポーツ
の役割について理解すること。②
スポーツ科学の役割について理解
すること。③生活の質を高めるス
ポーツをどのようにして生活の中
に取り入れるかを考えること。④
マイライフスポーツを設計するこ
と。⑤日本におけるスポーツライ
フの特徴について理解すること。

【知識・技能】
　①スポーツは、各ライフステージにおける
身体的・心理的・社会的特徴に応じた多様な
楽しみ方があること、また、その楽しみ方
は、個人のスポーツに対する欲求などによっ
ても変化することについて、言ったり、書き
だしたりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
　①ライフステージにおけるスポーツの楽し
み方やライフスタイルに応じたスポーツとの
関わり方について、自己や自己を取り巻く環
境の変化を予想し、自己や社会についての課
題を発見している。
【学びに向かう力、人間性等】
　①豊かなスポーツライフの設計の仕方につ
いての学習に、主体的に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○ 6

1
・
3
学
期

A　体つくり運動(体ほぐしの運動)
【知識および技能】
　体ほぐしの運動では、手軽な運動
を行い、心と体との関係や心身の状
況に気づき、仲間と積極的に関わり
合うことができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　自己の課題を発見し、合理的な解
決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに、自己や仲間の考えた
ことを他者に伝えることができるよ
うにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　体つくり運動に積極的に取り組む
とともに、仲間の学習を援助しよう
とすること、一人ひとりの違いに応
じた動きなどを認めようとするこ
と、話し合いに参加しようとするこ
となどや、健康・安全に気を配るこ
とができるようにする。

①のびのびとした動作で用具など
を用いた運動を行うことを通し
て、気づいたり関わり合ったりす
ること。②大きくリズミカルに全
身や体の各部位を振ったり、回し
たり、ねじったり、曲げ伸ばしし
たりすること。③いろいろな
フォームで様々な用具を用いて、
タイミングよく跳んだり、転がし
たりすること。④自己の体重を利
用して腕や脚を屈伸したり、腕や
脚を上げたり下ろしたり、同じ姿
勢を維持したりすること。

【知識・技能】
　①体つくり運動のうち、心と体をほぐし、
体を動かす楽しさや心地よさを味わう意義が
あることについて、理解したことを言った
り、書き出したりしている。②体つくり運動
のうち、体の柔らかさ、巧みな動き、力強い
動き、動きを持続する能力を高める意義があ
ることについて、理解したことを言ったり、
書き出したりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
　①体ほぐしの運動で「心と体の関係や心身
の状態に気づく」、「仲間と積極的に関わり
合う」ことを踏まえてねらいに応じた運動を
選んでいる。②学習した安全上の留意点を、
他の学習場面に当てはめ、仲間に伝えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　①体つくり運動の学習に積極的に取り組も
うとしている。②仲間の補助をしたり助言し
たりして、仲間の学習を援助しようとしてい
る。

〇 〇 〇 7

1
学
期

C　陸上競技(短距離走、長距離走)
【知識および技能】
　クラウチングスタートから徐々に
上体を起こしていき加速することが
できるようにする。ペースを守り、
一定の距離を走ることができるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
　掲示された動きのポイントやつま
ずきの事例を参考に、仲間の課題や
出来映えを伝えることができるよう
にする。
【学びに向かう力、人間性等】
　陸上競技の学習に積極的に取り組
むことができるようにする。

①クラウチングスタートから徐々
に上体を起こしていき加速するこ
と。②ペースを守り、一定の距離
を走ること。

【知識・技能】
　①クラウチングスタートから徐々に上体を
起こしていき加速することができる。②腕に
余分な力を入れず、リラックスして走ること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　①掲示された動きのポイントやつまずきの
事例を参考に、仲間の課題や出来映えを伝え
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
　①陸上競技の学習に積極的に取り組もうと
している。

〇 〇 〇 3

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に
つけるようにする。

運動における競争や協働の経験を通して、公正
に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果
たす、参画する、一人一人の違いを大切にしよ
うとするなどの意欲を育てるとともに、健康・
安全を確保して、生涯にわたって継続して運動
に親しむ態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 体育
保健体育 体育 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の
楽しさや喜びを深く味わい、生涯にわたって運
動を豊かに継続することができるようにするた
め、運動の多様性や体力の必要性について理解
するとともに、それらの技能を身につけるよう
にする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課
題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思
考し判断するとともに、自己や仲間の考えたこ
とを他者に伝える力を養う。

大修館 現代高等保健体育　）

保健体育

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。

体育

【 知　識　及　び　技　能 】

足立

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態



１
学
期
・
２
学
期
・
３
学
期

実技テスト 〇 〇 〇 1

〇 1

１
学
期
・
２
学
期
・
３
学
期

実技テスト

E 球技(ゴール型・バスケットボー
ル)
【知識及び技能】
　勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高
め方、運動観察の方法などを理解す
るとともに、作戦に応じた技術で仲
間と連携し、ゲームを展開すること
ができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　安定したボール操作と空間を作り
出すなどの動きによってゴール前へ
の侵入などから攻防をすることがで
きるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　球技に自主的に取り組むととも
に、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、作戦などについての話
し合いに貢献しようとすること、一
人一人の違いに応じたプレイなどを
大切にしようとすること、互いに助
け合い教え合おうとすることなど
や、健康・安全を確保することがで
きるようにする。

①ゴールの枠内にシュートをコン
トロールすること。②味方が操作
しやすいパスを送ること。③守備
者とボールの間に自分の体を入れ
てボールをキープすること。④
ゴール前に広い空間を作り出すた
めに、守備者を引きつけてゴール
から離れること。⑤パスを出した
後に次のパスを受ける動きをする
こと。⑥ボール保持者が進行でき
る空間を作りだすために、進行方
向から離れること。⑦ゴールと
ボール保持者を結んだ直線上で守
ること。⑧ゴール前の空いている
場所をカバーすること。

【知識・技能】
　①バスケットボールの技術や戦術、作戦の
名称とそれらを身につけるためのポイントを
理解することができた。②ゲームのルール、
試合方法や審判や運営の仕方など、競技会の
行い方を理解することができた。③安定した
ボール操作や状況に応じたボール操作、チー
ムメイトと連携して空間を作り出す動きや空
間を埋める動きなどをゲームで行うことがで
きた。
【思考・判断・表現】
　①自分やチームの課題を見つけ、これまで
学んだ知識や技能を活用して、課題解決に有
効な練習方法を選択したり、課題を解決する
ための練習計画を立てたりすることができ
た。②練習やゲーム時に、よりよいマナーや
プレイができ、健康や安全を確保する活動が
できるように、自分やチームの活動を振り返
るとともに仲間に提案することができた。③
チームで作戦や戦術を選ぶ際に、仲間と話し
合い、自分の考えを仲間に伝えることで皆が
納得することができた。④体力や技能の程
度、性別等の違いに配慮して、仲間とともに
楽しむための練習やゲームの行い方を工夫す
ることができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　①分担した役割に主体的に取り組み、練習
やゲーム、チームの話し合いに積極的に参加
することができた。②競技の特性に応じた危
険を理解したうえで、安全に留意して実施す
るとともに、フェアなプレイを大切にして
ゲームをすることができた。③一人一人の違
いに応じた課題や挑戦を認め、仲間を称える
とともに、仲間へ助言することで信頼関係を
深め、互いに高め合うことができた。

○ ○ ○ 2

E 球技(ネット型・バドミントン)
【知識及び技能】
　勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高
め方、運動観察の方法などを理解す
るとともに、作戦に応じた技術で仲
間と連携し、ゲームを展開すること
ができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　役割に応じたボール操作や安定し
た用具の操作と連携した動きによっ
て空いた場所をめぐる攻防をするこ
とができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　球技に自主的に取り組むととも
に、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、作戦などについての話
し合いに貢献しようとすること、一
人一人の違いに応じたプレイなどを
大切にしようとすること、互いに助
け合い教え合おうとすることなど
や、健康・安全を確保することがで
きるようにする。

〇 〇 〇 1

○ ○ ○ 3

実技テスト

3

E 球技(ネット型・卓球)
【知識及び技能】
　勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高
め方、運動観察の方法などを理解す
るとともに、作戦に応じた技術で仲
間と連携し、ゲームを展開すること
ができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　役割に応じたボール操作や安定し
た用具の操作と連携した動きによっ
て空いた場所をめぐる攻防をするこ
とができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　球技に自主的に取り組むととも
に、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、作戦などについての話
し合いに貢献しようとすること、一
人一人の違いに応じたプレイなどを
大切にしようとすること、互いに助
け合い教え合おうとすることなど
や、健康・安全を確保することがで
きるようにする。

○

①サービスでは、ボールをねらっ
た場所に打つこと。②ボールを相
手側のコートの空いた場所やね
らった場所に打ち返すこと。③腕
やラケットを強く振って、ネット
より高い位置から相手側のコート
に打ち込むこと。④ラリーの中
で、味方の動きに合わせてコート
上の空いている場所をカバーする
こと。⑤連携プレイのための基本
的なフォーメーションに応じた位
置に動くこと。

【知識・技能】
　①卓球の技術や戦術、作戦の名称とそれら
を身につけるためのポイントを理解すること
ができた。②ゲームのルール、試合方法や審
判や運営の仕方など、競技会の行い方を理解
することができた。③役割に応じたボール操
作や安定した用具の操作と連携した動きに
よって空いた場所をめぐる攻防がゲームで行
うことができた。
【思考・判断・表現】
　①自分やチームの課題を見つけ、これまで
学んだ知識や技能を活用して、課題解決に有
効な練習方法を選択したり、課題を解決する
ための練習計画を立てることができた。②練
習やゲーム時に、よりよいマナーやプレイが
でき、健康や安全を確保する活動ができるよ
うに、自分やチームの活動を振り返るととも
に仲間に提案することができた。③チームで
作戦や戦術を選ぶ際に、仲間と話し合い、自
分の考えを仲間に伝えることで皆が納得する
ことができた。④体力や技能の程度、性別等
の違いに配慮して、仲間とともに楽しむため
の練習やゲームの行い方を工夫することがで
きた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　①分担した役割に主体的に取り組み、練習
やゲーム、チームの話し合いに積極的に参加
することができた。②競技の特性に応じた危
険を理解したうえで、安全に留意して実施す
るとともに、フェアなプレイを大切にして
ゲームをすることができた。③一人一人の違
いに応じた課題や挑戦を認め、仲間を称える
とともに、仲間へ助言することで信頼関係を
深め、互いに高め合うことができた。

○ ○

①サービスでは、シャトルをね
らった場所に打つこと。②シャト
ルを相手側のコートの空いた場所
やねらった場所に打ち返すこと。
③腕やラケットを強く振って、
ネットより高い位置から相手側の
コートに打ち込むこと。④ラリー
の中で、味方の動きに合わせて
コート上の空いている場所をカ
バーすること。⑤連携プレイのた
めの基本的なフォーメーションに
応じた位置に動くこと。

【知識・技能】
　①バドミントンの技術や戦術、作戦の名称
とそれらを身につけるためのポイントを理解
することができた。②ゲームのルール、試合
方法や審判や運営の仕方など、競技会の行い
方を理解することができた。③役割に応じた
ボール操作や安定した用具の操作と連携した
動きによって空いた場所をめぐる攻防がゲー
ムで行うことができた。
【思考・判断・表現】
　①自分やチームの課題を見つけ、これまで
学んだ知識や技能を活用して、課題解決に有
効な練習方法を選択したり、課題を解決する
ための練習計画を立てることができた。②練
習やゲーム時に、よりよいマナーやプレイが
でき、健康や安全を確保する活動ができるよ
うに、自分やチームの活動を振り返るととも
に仲間に提案することができた。③チームで
作戦や戦術を選ぶ際に、仲間と話し合い、自
分の考えを仲間に伝えることで皆が納得する
ことができた。④体力や技能の程度、性別等
の違いに配慮して、仲間とともに楽しむため
の練習やゲームの行い方を工夫することがで
きた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　①分担した役割に主体的に取り組み、練習
やゲーム、チームの話し合いに積極的に参加
することができた。②競技の特性に応じた危
険を理解したうえで、安全に留意して実施す
るとともに、フェアなプレイを大切にして
ゲームをすることができた。③一人一人の違
いに応じた課題や挑戦を認め、仲間を称える
とともに、仲間へ助言することで信頼関係を
深め、互いに高め合うことができた。

○ ○

１
学
期
・
２
学
期
・
３
学
期



実技テスト 〇 〇 〇 1

１
学
期
・
２
学
期
・
３
学
期

E 球技(ネット型・テニス)
【知識及び技能】
　勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高
め方、運動観察の方法などを理解す
るとともに、作戦に応じた技術で仲
間と連携し、ゲームを展開すること
ができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　役割に応じたボール操作や安定し
た用具の操作と連携した動きによっ
て空いた場所をめぐる攻防をするこ
とができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　球技に自主的に取り組むととも
に、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、作戦などについての話
し合いに貢献しようとすること、一
人一人の違いに応じたプレイなどを
大切にしようとすること、互いに助
け合い教え合おうとすることなど
や、健康・安全を確保することがで
きるようにする。

①サービスでは、ボールをねらっ
た場所に打つこと。②ボールを相
手側のコートの空いた場所やね
らった場所に打ち返すこと。③腕
やラケットを強く振って、ネット
より高い位置から相手側のコート
に打ち込むこと。④ラリーの中
で、味方の動きに合わせてコート
上の空いている場所をカバーする
こと。⑤連携プレイのための基本
的なフォーメーションに応じた位
置に動くこと。

【知識・技能】
　①テニスの技術や戦術、作戦の名称とそれ
らを身につけるためのポイントを理解するこ
とができた。②ゲームのルール、試合方法や
審判や運営の仕方など、競技会のおこない方
を理解することができた。③役割に応じた
ボール操作や安定した用具の操作と連携した
動きによって空いた場所をめぐる攻防がゲー
ムで行うことができた。
【思考・判断・表現】
　①自分やチームの課題を見つけ、これまで
学んだ知識や技能を活用して、課題解決に有
効な練習方法を選択したり、課題を解決する
ための練習計画を立てたりすることができ
た。②練習やゲーム時に、よりよいマナーや
プレイができ、健康や安全を確保する活動が
できるように、自分やチームの活動を振り返
るとともに仲間に提案することができた。③
チームで作戦や戦術を選ぶ際に、仲間と話し
合い、自分の考えを仲間に伝えることで皆が
納得することができた。④体力や技能の程
度、性別等の違いに配慮して、仲間とともに
楽しむための練習やゲームの行い方を工夫す
ることができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　①分担した役割に主体的に取り組み、練習
やゲーム、チームの話し合いに積極的に参加
することができた。②競技の特性に応じた危
険を理解したうえで、安全に留意して実施す
るとともに、フェアなプレイを大切にして
ゲームをすることができた。③一人一人の違
いに応じた課題や挑戦を認め、仲間を称える
とともに、仲間へ助言することで信頼関係を
深め、互いに高め合うことができた。

○ ○ ○ 3

実技テスト 〇 〇 〇 1

１
学
期
・
２
学
期
・
３
学
期

E 球技(ネット型・バレーボール)
【知識及び技能】
　勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高
め方、運動観察の方法などを理解す
るとともに、作戦に応じた技術で仲
間と連携し、ゲームを展開すること
ができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　役割に応じたボール操作や安定し
た用具の操作と連携した動きによっ
て空いた場所をめぐる攻防をするこ
とができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　球技に自主的に取り組むととも
に、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、作戦などについての話
し合いに貢献しようとすること、一
人一人の違いに応じたプレイなどを
大切にしようとすること、互いに助
け合い教え合おうとすることなど
や、健康・安全を確保することがで
きるようにする。

①サービスでは、ボールをねらっ
た場所に打つこと。②ボールを相
手側のコートの空いた場所やね
らった場所に打ち返すこと。③腕
やラケットを強く振って、ネット
より高い位置から相手側のコート
に打ち込むこと。④ラリーの中
で、味方の動きに合わせてコート
上の空いている場所をカバーする
こと。⑤連携プレイのための基本
的なフォーメーションに応じた位
置に動くこと。

【知識・技能】
　①バレーボールの技術や戦術、作戦の名称
とそれらを身につけるためのポイントを理解
することができた。②ゲームのルール、試合
方法や審判や運営の仕方など、競技会のおこ
ない方を理解することができた。③役割に応
じたボール操作や安定した用具の操作と連携
した動きによって空いた場所をめぐる攻防が
ゲームで行うことができた。
【思考・判断・表現】
　①自分やチームの課題を見つけ、これまで
学んだ知識や技能を活用して、課題解決に有
効な練習方法を選択したり、課題を解決する
ための練習計画を立てたりすることができ
た。②練習やゲーム時に、よりよいマナーや
プレイができ、健康や安全を確保する活動が
できるように、自分やチームの活動を振り返
るとともに仲間に提案することができた。③
チームで作戦や戦術を選ぶ際に、仲間と話し
合い、自分の考えを仲間に伝えることで皆が
納得することができた。④体力や技能の程
度、性別等の違いに配慮して、仲間とともに
楽しむための練習やゲームの行い方を工夫す
ることができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　①分担した役割に主体的に取り組み、練習
やゲーム、チームの話し合いに積極的に参加
することができた。②競技の特性に応じた危
険を理解したうえで、安全に留意して実施す
るとともに、フェアなプレイを大切にして
ゲームをすることができた。③一人一人の違
いに応じた課題や挑戦を認め、仲間を称える
とともに、仲間へ助言することで信頼関係を
深め、互いに高め合うことができた。

○ ○ ○ 3

〇 〇 〇 1

E 球技(ゴール型・アルティメット)
【知識及び技能】
　勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高
め方、運動観察の方法などを理解す
るとともに、作戦に応じた技術で仲
間と連携し、ゲームを展開すること
ができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　安定したディスク操作と空間を作
り出すなどの動きによってゴール前
への侵入などから攻防をすることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　球技に自主的に取り組むととも
に、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、作戦などについての話
し合いに貢献しようとすること、一
人一人の違いに応じたプレイなどを
大切にしようとすること、互いに助
け合い教え合おうとすることなど
や、健康・安全を確保することがで
きるようにする。

【知識・技能】
　①アルティメットの技術や戦術、作戦の名
称とそれらを身につけるためのポイントを理
解することができた。②ゲームのルール、試
合方法や審判や運営の仕方など、競技会の行
い方を理解することができた。③安定した
ディスク操作やエンドゾーン前での攻防を展
開するためのディスク操作と空間に走りこむ
などの動きをゲームで行うことができた。
【思考・判断・表現】
　①自分やチームの課題を見つけ、これまで
学んだ知識や技能を活用して、課題解決に有
効な練習方法を選択したり、課題を解決する
ための練習計画を立てたりすることができ
た。②練習やゲーム時に、よりよいマナーや
プレイができ、健康や安全を確保する活動が
できるように、自分やチームの活動を振り返
るとともに仲間に提案することができた。③
チームで作戦や戦術を選ぶ際に、仲間と話し
合い、自分の考えを仲間に伝えることで皆が
納得することができた。④体力や技能の程
度、性別等の違いに配慮して、仲間とともに
楽しむための練習やゲームの行い方を工夫す
ることができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　①分担した役割に主体的に取り組み、練習
やゲーム、チームの話し合いに積極的に参加
することができた。②競技の特性に応じた危
険を理解したうえで、安全に留意して実施す
るとともに、フェアなプレイを大切にして
ゲームをすることができた。③一人一人の違
いに応じた課題や挑戦を認め、仲間を称える
とともに、仲間へ助言することで信頼関係を
深め、互いに高め合うことができた。

○ ○ ○ 3

合計

39

①エンドゾーン内にパスをコント
ロールすること。②味方が操作し
やすいパスを送ること。③守備者
とディスクの間に自分の体を入れ
てボールをキープすること。④
ゴール前に広い空間を作り出すた
めに、守備者を引きつけてゴール
から離れること。⑤パスを出した
後に次のパスを受ける動きをする
こと。⑥ゴールとディスク保持者
を結んだ直線上で守ること。

実技テスト

１
学
期
・
２
学
期
・
３
学
期



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 Ａ 組 ・ Ｃ 組

教科担当者：

使用教科書：（

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

①サービスでは、シャトルをねらっ
た場所に打つこと。②シャトルを相
手側のコートの空いた場所やねらっ
た場所に打ち返すこと。③腕やラ
ケットを強く振って、ネットより高
い位置から相手側のコートに打ち込
むこと。④ラリーの中で、見方の動
きに合わせてコート上の空いている
場所をカバーすること。⑤連携プレ
イのための基本的なフォーメーショ
ンに応じた位置に動くこと。

【知識・技能】
　①バドミントンの技術や戦術、作戦の名称と
それらを身につけるためのポイントを理解する
ことができた。②ゲームのルール、試合方法や
審判や運営の仕方など、競技会の行い方を理解
することができた。③役割に応じたボール操作
や安定した用具の操作と連携した動きによって
空いた場所をめぐる攻防がゲームで行うことが
できた。
【思考・判断・表現】
　①自分やチームの課題を見つけ、これまで学
んだ知識や技能を活用して、課題解決に有効な
練習方法を選択したり、課題を解決するための
練習計画を立てたりすることができた。②練習
やゲーム時に、よりよいマナーやプレイがで
き、健康や安全を確保する活動ができるよう
に、自分やチームの活動を振り返るとともに仲
間に提案することができた。③チームで作戦や
戦術を選ぶ際に、仲間と話し合い、自分の考え
を仲間に伝えることで皆が納得することができ
た。④体力や技能の程度、性別等の違いに配慮
して、仲間とともに楽しむための練習やゲーム
のおこない方を工夫することができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　①分担した役割に主体的に取り組み、練習や
ゲーム、チームの話し合いに積極的に参加する
ことができた。②競技の特性に応じた危険を理
解したうえで、安全に留意して実施するととも
に、フェアなプレイを大切にしてゲームをする
ことができた。③一人一人の違いに応じた課題
や挑戦を認め、仲間を称えるとともに、仲間へ
助言することで信頼関係を深め、互いに高め合
うことができた。

○ ○

配当
時数

球技(ゴール型・バスケットボール)
【知識及び技能】
　勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高
め方、運動観察の方法などを理解す
るとともに、作戦に応じた技術で仲
間と連携し、ゲームを展開すること
ができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　安定したボール操作と空間を作り
出すなどの動きによってゴール前へ
の侵入などから攻防をすることがで
きるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　球技に自主的に取り組むととも
に、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、作戦などについての話
し合いに貢献しようとすること、一
人一人の違いに応じたプレイなどを
大切にしようとすること、互いに助
け合い教え合おうとすることなど
や、健康・安全を確保することがで
きるようにする。

①ゴールの枠内にシュートをコント
ロールすること。②味方が操作しや
すいパスを送ること。③守備者と
ボールの間に自分の体を入れてボー
ルをキープすること。④ゴール前に
広い空間を作り出すために、守備者
を引きつけてゴールから離れるこ
と。⑤パスを出した後に次のパスを
受ける動きをすること。⑥ボール保
持者が進行できる空間を作りだすた
めに、進行方向から離れること。⑦
ゴールとボール保持者を結んだ直線
上で守ること。⑧ゴール前の空いて
いる場所をカバーすること。

【知識・技能】
　①バスケットボールの技術や戦術、作戦の名
称とそれらを身につけるためのポイントを理解
することができた。②ゲームのルール、試合方
法や審判や運営の仕方など、競技会の行い方を
理解することができた。③安定したボール操作
や状況に応じたボール操作、チームメイトと連
携して空間を作り出す動きや空間を埋める動き
などをゲームで行うことができた。
【思考・判断・表現】
　①自分やチームの課題を見つけ、これまで学
んだ知識や技能を活用して、課題解決に有効な
練習方法を選択したり、課題を解決するための
練習計画を立てたりすることができた。②練習
やゲーム時に、よりよいマナーやプレイがで
き、健康や安全を確保する活動ができるよう
に、自分やチームの活動を振り返るとともに仲
間に提案することができた。③チームで作戦や
戦術を選ぶ際に、仲間と話し合い、自分の考え
を仲間に伝えることで皆が納得することができ
た。④体力や技能の程度、性別等の違いに配慮
して、仲間とともに楽しむための練習やゲーム
のおこない方を工夫することができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　①分担した役割に主体的に取り組み、練習や
ゲーム、チームの話し合いに積極的に参加する
ことができた。②競技の特性に応じた危険を理
解したうえで、安全に留意して実施するととも
に、フェアなプレイを大切にしてゲームをする
ことができた。③一人一人の違いに応じた課題
や挑戦を認め、仲間を称えるとともに、仲間へ
助言することで信頼関係を深め、互いに高め合
うことができた。

○ ○ ○ 18

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

保健体育 アクティブスポーツ

保健体育 アクティブスポーツ 2

足立

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に
つけるようにする。

運動における競争や協働の経験を通して、公正
に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果
たす、参画する、一人一人の違いを大切にしよ
うとするなどの意欲を育てるとともに、健康・
安全を確保して、生涯にわたって継続して運動
に親しむ態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の
楽しさや喜びを深く味わい、生涯にわたって運
動を豊かに継続することができるようにするた
め、運動の多様性や体力の必要性について理解
するとともに、それらの技能を身につけるよう
にする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課
題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思
考し判断するとともに、自己や仲間の考えたこ
とを他者に伝える力を養う。

大修館 現代高等保健体育　）

保健体育

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。

アクティブスポーツ

【 知　識　及　び　技　能 】

〇 2

１
学
期
・
２
学
期
・
３
学
期

〇 〇 〇 2

１
学
期
・
２
学
期
・
３
学
期

○ ○ ○ 18

実技テスト

実技テスト

球技(ネット型・バドミントン)
【知識及び技能】
　勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高
め方、運動観察の方法などを理解す
るとともに、作戦に応じた技術で仲
間と連携し、ゲームを展開すること
ができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　役割に応じたボール操作や安定し
た用具の操作と連携した動きによっ
て空いた場所をめぐる攻防をするこ
とができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　球技に自主的に取り組むととも
に、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、作戦などについての話
し合いに貢献しようとすること、一
人一人の違いに応じたプレイなどを
大切にしようとすること、互いに助
け合い教え合おうとすることなど
や、健康・安全を確保することがで
きるようにする。



合計

78

①サービスでは、ボールをねらった
場所に打つこと。②ボールを相手側
のコートの空いた場所やねらった場
所に打ち返すこと。③腕やラケット
を強く振って、ネットより高い位置
から相手側のコートに打ち込むこ
と。④ラリーの中で、見方の動きに
合わせてコート上の空いている場所
をカバーすること。⑤連携プレイの
ための基本的なフォーメーションに
応じた位置に動くこと。

【知識・技能】
　①卓球の技術や戦術、作戦の名称とそれらを
身につけるためのポイントを理解することがで
きた。②ゲームのルール、試合方法や審判や運
営の仕方など、競技会の行い方を理解すること
ができた。③役割に応じたボール操作や安定し
た用具の操作と連携した動きによって空いた場
所をめぐる攻防をゲームで行うことができた。
【思考・判断・表現】
　①自分やチームの課題を見つけ、これまで学
んだ知識や技能を活用して、課題解決に有効な
練習方法を選択したり、課題を解決するための
練習計画を立てたりすることができた。②練習
やゲーム時に、よりよいマナーやプレイがで
き、健康や安全を確保する活動ができるよう
に、自分やチームの活動を振り返るとともに仲
間に提案することができた。③チームで作戦や
戦術を選ぶ際に、仲間と話し合い、自分の考え
を仲間に伝えることで皆が納得することができ
た。④体力や技能の程度、性別等の違いに配慮
して、仲間とともに楽しむための練習やゲーム
のおこない方を工夫することができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　①分担した役割に主体的に取り組み、練習や
ゲーム、チームの話し合いに積極的に参加する
ことができた。②競技の特性に応じた危険を理
解したうえで、安全に留意して実施するととも
に、フェアなプレイを大切にしてゲームをする
ことができた。③一人一人の違いに応じた課題
や挑戦を認め、仲間を称えるとともに、仲間へ
助言することで信頼関係を深め、互いに高め合
うことができた。

○ ○

１
学
期
・
２
学
期
・
３
学
期

１
学
期
・
２
学
期
・
３
学
期

実技テスト ○ ○ 〇 2

球技(ネット型・卓球)
【知識及び技能】
　勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高
め方、運動観察の方法などを理解す
るとともに、作戦に応じた技術で仲
間と連携し、ゲームを展開すること
ができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　役割に応じたボール操作や安定し
た用具の操作と連携した動きによっ
て空いた場所をめぐる攻防をするこ
とができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　球技に自主的に取り組むととも
に、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、作戦などについての話
し合いに貢献しようとすること、一
人一人の違いに応じたプレイなどを
大切にしようとすること、互いに助
け合い教え合おうとすることなど
や、健康・安全を確保することがで
きるようにする。

○

17○○○

【知識・技能】
　①テニスの技術や戦術、作戦の名称とそれら
を身につけるためのポイントを理解することが
できた。②ゲームのルール、試合方法や審判や
運営の仕方など、競技会の行い方を理解するこ
とができた。③役割に応じたボール操作や安定
した用具の操作と連携した動きによって空いた
場所をめぐる攻防をゲームで行うことができ
た。
【思考・判断・表現】
　①自分やチームの課題を見つけ、これまで学
んだ知識や技能を活用して、課題解決に有効な
練習方法を選択したり、課題を解決するための
練習計画を立てたりすることができた。②練習
やゲーム時に、よりよいマナーやプレイがで
き、健康や安全を確保する活動ができるよう
に、自分やチームの活動を振り返るとともに仲
間に提案することができた。③チームで作戦や
戦術を選ぶ際に、仲間と話し合い、自分の考え
を仲間に伝えることで皆が納得することができ
た。④体力や技能の程度、性別等の違いに配慮
して、仲間とともに楽しむための練習やゲーム
の行い方を工夫することができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　①分担した役割に主体的に取り組み、練習や
ゲーム、チームの話し合いに積極的に参加する
ことができた。②競技の特性に応じた危険を理
解したうえで、安全に留意して実施するととも
に、フェアなプレイを大切にしてゲームをする
ことができた。③一人一人の違いに応じた課題
や挑戦を認め、仲間を称えるとともに、仲間へ
助言することで信頼関係を深め、互いに高め合
うことができた。

①サービスでは、ボールをねらった
場所に打つこと。②ボールを相手側
のコートの空いた場所やねらった場
所に打ち返すこと。③ラリーの中
で、見方の動きに合わせてコート上
の空いている場所をカバーするこ
と。④連携プレイのための基本的な
フォーメーションに応じた位置に動
くこと。

球技(ネット型・テニス)
【知識及び技能】
　勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高
め方、運動観察の方法などを理解す
るとともに、作戦に応じた技術で仲
間と連携し、ゲームを展開すること
ができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　役割に応じたボール操作や安定し
た用具の操作と連携した動きによっ
て空いた場所をめぐる攻防をするこ
とができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　球技に自主的に取り組むととも
に、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、作戦などについての話
し合いに貢献しようとすること、一
人一人の違いに応じたプレイなどを
大切にしようとすること、互いに助
け合い教え合おうとすることなど
や、健康・安全を確保することがで
きるようにする。

実技テスト ○ ○ 〇 2

17



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 A 組～ C 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

1〇
音やリズムを自由に楽しむ。

8

7〇 〇

18

〇 〇 〇 15

○

〇 〇

〇

音楽Ⅰ芸術

〇

表現

評価規準
鑑
賞

A 歌唱
【知識及び技能】
音符を読みながら楽譜を見て歌っているか。
【思考力、判断力、表現力等】
強弱・歌詞の意味に注目しながら歌唱してい
るか。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に取り組んでいるか。

B　器楽
【知識及び技能】
音符を読みながら楽譜を見て弾いているか。
【思考力、判断力、表現力等】
強弱・指の使い方を工夫しているか。
【学びに向かう力、人間性等】
クラスメイトの表現をまじめに鑑賞できる
か。

C　楽典
【知識及び技能】
音符の長さや高さを理解しているか。
【思考力、判断力、表現力等】
譜面を読み解く力が付いたか。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に取り組んでいるか。

〇

A 歌唱
【知識及び技能】
音符を読みながら楽譜を見て歌っているか。
【思考力、判断力、表現力等】
強弱・歌詞の意味に注目しながら歌唱してい
るか。また、他パートの声を聞いているか。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に取り組んでいるか。

B　器楽
【知識及び技能】
音符を読みながら楽譜を見て弾いているか。
【思考力、判断力、表現力等】
指の使い方を工夫しているか。
【学びに向かう力、人間性等】
クラスメイトの表現をまじめに鑑賞できる
か。

A 歌唱
【知識及び技能】
音符を読みながら楽譜を見て歌っているか。
【思考力、判断力、表現力等】
強弱・歌詞の意味に注目しながら歌唱してい
るか。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に取り組んでいるか。

B　器楽
【知識及び技能】
音符を読みながら楽譜を見て弾いているか。
【思考力、判断力、表現力等】
人の音とタイミングを合わせられるか。
【学びに向かう力、人間性等】
クラスメイトの表現をまじめに鑑賞できる
か。

〇

〇 〇 〇

３
学
期

A 歌唱
【知識及び技能】
音符を読みながら楽譜を見て歌う。
【思考力、判断力、表現力等】
強弱・歌詞の意味に注目する。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に取り組むことができる。

・斉唱　Caro mi obem
　　　　O Sole mio
　　　　　　等
・一人一人の距離を取りながら
　自信をもってはっきりと声を
　出す。

〇

B　器楽
【知識及び技能】
音符を読みながら楽譜を見る。
【思考力、判断力、表現力等】
人の音を聞きながら自分のタイミングを
合わせる。
【学びに向かう力、人間性等】
クラスメイトの表現を鑑賞する。

・トーンチャイムの演奏
・教材　海の見える街　他
・音符を読んで自分の分担音を
　演奏する。
・伴奏と合わせる。
　

〇

２
学
期

A 歌唱
【知識及び技能】
音符を読みながら楽譜を見て歌う。
【思考力、判断力、表現力等】
強弱・歌詞の意味に注目する。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に取り組むことができる。

・合唱　Tonight
　　　　A Whole New World 等
・一人一人の距離を取りながら
　自信をもってはっきりと声を
　出す。他のパートの声を聴き
　ながら歌う。

〇 〇

〇

好きな歌を歌おう 好きな歌を選んで歌う。

〇 〇

B　器楽
【知識及び技能】
音符を読みながら楽譜を見て弾く。
【思考力、判断力、表現力等】
指の使い方に気を付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
クラスメイトの表現を鑑賞する。

・ギターの演奏
・教材　少年時代
　　　　前前前世　他
・音符を読んでメロディーを演
　奏する。
　コード表を読み、伴奏ができ
　るようにする。
　自分なりのアレンジを加える。
　

7

〇 ○ ○

学

配
当
時
数

１
学
期

A 歌唱
【知識及び技能】
音符を読みながら楽譜を見て歌う。
【思考力、判断力、表現力等】
強弱・歌詞の意味に注目する。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に取り組むことができる。

・斉唱　花は咲く
　　　　少年時代　等
・一人一人の距離を取りながら
　自信をもってはっきりと声を
　出す。 ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

B　器楽
【知識及び技能】
音符を読みながら楽譜を見て弾く。
【思考力、判断力、表現力等】
強弱・指の使い方に気を付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
クラスメイトの表現を鑑賞する。

・キーボードの演奏
・教材　やさしさにつつまれたな
　　　　ら　他
・音符を読んでメロディーを演
　奏する。
・コードやベースと合わせる。
　

C　楽典
【知識及び技能】
コード理論を理解し、実践する。
【思考力、判断力、表現力等】
譜面を読み解く力を付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に取り組むことができる。

・読譜指導
　音符の高さ・長さを理解する
　コードとベースを理解し、リズ
　ムを創作する。
・教材　教科書の楽典ページ
　　　　プリント
　　　　DVD教材

〇

合
計

78

11

芸術 音楽Ⅰ 2

11

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

表現するための技能として、まず楽譜を読む
力を養い、その知識を具体的に表現できる力
を身に付ける。

より良い表現・自分がやりたい表現をめざし
て試行錯誤する中で他人の表現を鑑賞したり
修正をしたりしながら自分の表現を完成
させていく。

ON!（音楽之友社）

○ ○ ○

〇

芸術

創造的な表現をしたり、芸術の良さや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに感性を高め心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を養う。

音楽Ⅰ

知 思

○ ○ ○

【 知　識　及　び　技　能 】 芸術に関する各項目の特質について理解するとともに意図に基づいて表現するための技能を身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】

今までの自分の愛好する音楽だけではなく、
自分の中の引き出しを増やし、いろいろな
種類の音楽に興味を持てるようにする。



年間授業計画　新様式

高等学校 令和８年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 A 組～ C 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

足立
芸術 美術Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深
めるとともに、意図に応じて表現方法を創意工夫
し、創造的に表すことができるようにする。

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成
し創造的に発想し構想を練ったり、価値意識を
もって美術や美術文化に対する見方や感じ方を
深めたりすることができるようにする。

日本文教出版　新・高校生の美術１

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

美術Ⅰ

思 学

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生
涯にわたり美術を愛好する心情を育むととも
に、感性を高め、美術文化に親しみ、心豊かな
生活や社会を創造していく態度を養う。

〇 〇

配
当
時
数

１
学
期

A 題材　観察力を身につけよう
　　　　（色鉛筆による草花の写生）
【知識及び技能】
・意図に応じて材料や用具の特性を生
かすとともに、色や質感などの表現を
工夫し、主題を追求しあらわしてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・身近なものを見つめ、主題を生成
し、形や色、構図、材料や用具の特性
などについて考え表現の構想を練って
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に身近なものを見つめ、感じ
取った特徴をもとにして創造活動に取
り組もうとしている。

・指導事項
　〇遠近法の原理の学習

　〇色鉛筆によるデッサン（質
感・立体感・形）
・教材

　〇色鉛筆、消しゴム、画用紙、
参考作品
・書画カメラ

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

〇

【知識及び技能】
・原始絵画についての各技法についての知
識・理解を深めることができている。
・意図に応じて材料や用具の特性を生かすと
ともに、色や形態などの表現を工夫し主題を
追求して創造的にあらわすことができてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の思いや感情から主題を生成し、形や
色、構図、材料や用具の特性などについて考
え、創造的な表現の構想を練ることができて
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に、自分の思いや感情などをもとに
した表現の創作活動に取り組んでいる。
・主体的に、他者の作品のよさや意図を感じ
取り、言語化することができている。

〇 13

【知識及び技能】
・意図に応じて材料や用具の特性を生かすと
ともに、色や質感などの表現を工夫し、主題
を追求しあらわすことができている。
【思考力、判断力、表現力等】
・身近なものを見つめ、主題を生成し、形や
色、構図、材料や用具の特性などについて考
え表現の構想を練ることができている。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に身近なものを見つめ、感じ取った
特徴をもとにして創造活動に取り組むことが
できている。

○

芸術に関する各項目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身につけるようにする。

14

B 題材　色や形で感情を表現しよう
　　　　（原始絵画の技法）
【知識及び技能】
・原始絵画についての各技法について
の知識・理解を深める。
・意図に応じて材料や用具の特性を生
かすとともに、色や形態などの表現を
工夫し主題を追求して創造的にあらわ
している。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の思いや感情から主題を生成
し、形や色、構図、材料や用具の特性
などについて考え、創造的な表現の構
想を練っている。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に、自分の思いや感情などを
もとにした表現の創作活動に取り組も
うとしている。
・主体的に、他者の作品のよさや意図
を感じ取り、言語化しようとしてい
る。

・指導事項
　〇原始絵画の各技法の演習（吹
付け、ステンシル、線刻、型押
し、筆描き、タンポ描き）

・教材
　〇鉛筆、消しゴム、画用紙、参
考作品、アクリルガッシュ、クレ
ヨン、のり等描画用具、土、木炭

・書画カメラ 〇

○○

美術Ⅰ芸術

【 知　識　及　び　技　能 】



合
計

78

19

〇 〇 18

14

〇

【知識及び技能】
・グリッド転写の技法を理解し、主題を追求
しあらわすことができている。
【思考力、判断力、表現力等】
・模写の制作から、作者の表現意図や工夫を
感じ取り、作品制作に生かすことができてい
る。
・作品の造形的なよさや美しさを感じ取ると
ともに、作者の生涯・心情や創造的な表現の
工夫などについて考え、見方や感じ方を深め
られている。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に作品を見つめ、感じ取った特徴を
もとにして創造活動に取り組むことができて
いる。
・主体的に作品のよさや美しさを感じ取り、
その生涯や心情と作品との関係などについて
考える鑑賞活動に取り組むことができてい
る。

〇

〇

【知識及び技能】
・LINEスタンプについて成り立ちを知り、そ
の効果を理解している。
・形や色などが感情にもたらす効果や、全体
のイメージや造形的な特徴・作風などでデザ
インを捉えることを理解することができてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・伝える情報の内容や相手などから主題を生
成し、単純化や省略、強調などの効果やわか
りやすさと美しさの調和などについて考え、
創造的な表現の構想を練ることができてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に誰に何を伝えるかを考え、わかり
やすく効果的なデザインを工夫する表現の創
造活動に取り組むことができている。
・主体的に、他者の作品のよさや意図を感じ
取り、言語化することができている。

〇 〇 〇

【知識及び技能】
・塑像及び自刻像について、その成り立ちや
歴史を知り、その表現を理解している。
・意図に応じて材料や用具を選択し、その特
性を生かすとともに、主題を追求して創造的
にあらわすことができている。
【思考力、判断力、表現力等】
・感じ取ったことや考えたことから主題を生
成し、単純化や省略、強調、材料の質感や量
感を生かした表現などについて考え、創造的
な表現の構想を練ることができている。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に対象を見つめ、感じ取ったことや
考えたことをもとにした表現活動に取り組ん
でいる。

〇 〇 〇

２
学
期

C 題材　自刻像を作ろう
　　　　（塑像）
【知識及び技能】
・塑像及び自刻像について、その成り
立ちや歴史を知り、その表現を理解す
る。
・意図に応じて材料や用具を選択し、
その特性を生かすとともに、主題を追
求して創造的にあらわす。
【思考力、判断力、表現力等】
・感じ取ったことや考えたことから主
題を生成し、単純化や省略、強調、材
料の質感や量感を生かした表現などに
ついて考え、創造的な表現の構想を
練っている。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に対象を見つめ、感じ取った
ことや考えたことをもとにした表現活
動に取り組もうとしている。

・指導事項
　〇自刻像の制作
　〇自分の顔及び頭部のスケッチ
・教材
　〇鉛筆、消しゴム、参考作品、
鏡、粘土、芯材など

・書画カメラ

〇

D 題材　LINEスタンプをつくろう
　　　　（デザイン）
【知識及び技能】
・LINEスタンプについて成り立ちを知
り、その効果を理解する。
・形や色などが感情にもたらす効果
や、全体のイメージや造形的な特徴・
作風などでデザインを捉えることを理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・伝える情報の内容や相手などから主
題を生成し、単純化や省略、強調など
の効果やわかりやすさと美しさの調和
などについて考え、創造的な表現の構
想を練っている。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に誰に何を伝えるかを考え、
わかりやすく効果的なデザインを工夫
する表現の創造活動に取り組もうとし
ている。
・主体的に、他者の作品のよさや意図
を感じ取り、言語化しようとしてい
る。

・指導事項
　〇LINEスタンプのデザイン

・教材
　〇鉛筆、消しゴム、参考作品、
画用紙、ペン、色鉛筆など

・書画カメラ

〇

３
学
期

E 題材　有名な作品を深く理解しよう
　　　　（模写）（鑑賞）
【知識及び技能】
・グリッド転写の技法を理解し、主題
を追求しあらわしている。
【思考力、判断力、表現力等】
・模写の制作から、作者の表現意図や
工夫を感じ取り、作品制作に生かして
いる。
・作品の造形的なよさや美しさを感じ
取るとともに、作者の生涯・心情や創
造的な表現の工夫などについて考え、
見方や感じ方を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に作品を見つめ、感じ取った
特徴をもとにして創造活動に取り組も
うとしている。
・主体的に作品のよさや美しさを感じ
取り、その生涯や心情と作品との関係
などについて考える鑑賞活動に取り組
む。

・指導事項
　〇模写の制作
　〇グリッド転写
　〇鑑賞
　〇アクリルガッシュの使い方

・教材
　〇鉛筆、消しゴム、参考作品、
アクリルガッシュ、教科書など

・書画カメラ
〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 Ａ 組～ Ｃ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

芸術 書道Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

11○

【知識及び技能】
・用具・用材の特徴と表現効果との関わり、
書体や書風と用筆・運筆との関わりについて
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・漢字の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し工夫で
きた。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に対象を見つめ、感じ取ったことや
考えたことをもとにした表現活動に取り組も
うとしている。

○

6

C 楷書の倣書
【知識及び技能】
・用具・用材の特徴
・表現効果とその関わり
・書体や書風
・用筆・運筆について
上記を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・漢字の古典の書体や書風に即した
用筆・運筆、字形、全体の構成につ
いて構想し工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に対象を見つめ、古典から
感じ取ったことや考えたことをもと
にした表現活動に取り組もうとして
いる。

〇指導事項
　楷書を基に創作する
　字書の扱い方
　草稿の練り方

〇教材
  大筆、小筆、硯、文鎮、紙、墨
　毛氈、字書

芸術に関する各項目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身につけるようにする。

〇指導事項
　書風の違いを理解させる。
　・九成宮醴泉銘
　・孔子廟堂碑
　・雁塔聖教序
　・顔氏家廟碑
　方勢と円勢の違いについて
　・牛橛造像記
　・鄭羲下碑

〇教材
  大筆、小筆、硯、文鎮、紙、墨
　毛氈、参考作品

○ ○

【知識及び技能】
・楷書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の
技能、線質、字形や構成を生かした表現を習
得できている。
【思考力、判断力、表現力等】
・楷書の古典の価値とその根拠について考
え、書のよさや美しさを味わって捉えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取
り組み、書に対する感性を豊かにし、書を愛
好する心情を養える。

〇 〇〇

配
当
時
数

１
学
期

A 書道の理解
【知識及び技能】
・書道の分野
・小・中学校の国語科書写
・日本及び中国等の文字と書の伝統
と文化
・漢字の書体の変遷
・各書体に特有の字形や線質の特徴
上記を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・漢字の古典の価値と根拠について
考え、書のよさや美しさを味わって
捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に書の幅広い表現の学習活
動に取り組もうとしている。
・漢字の書体の変遷や、その背景に
ある歴史や文化に関心をもち、主体
的に漢字の書の幅広い鑑賞の学習活
動に取り組もうとしている。

〇指導事項
　・小・中学校国語科書写と高等
　　学校芸術科書道の学習の違い
　　を確認
　・臨書・鑑賞・創作の理解
　・用具用材の理解
　・それぞれの書体の成立過程
　　と、その歴史的背景、字形や
　　線質の特徴を理解

〇教材
  大筆、小筆、硯、文鎮、紙、墨
　毛氈

〇 ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

【知識及び技能】
・書道の分野や書道で学習すること、小・中
学校の国語科書写で学習した内容を理解でき
ている。
・日本及び中国等の文字と書の伝統と文化、
漢字の書体の変遷、各書体に特有の字形や線
質の特徴について理解できている。
【思考力、判断力、表現力等】
・漢字の古典の価値と根拠について考え、書
のよさや美しさを味わって捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
・漢字の書体の変遷や、その背景にある歴史
や文化に関心をもち、主体的に漢字の書の幅
広い鑑賞の学習活動に取り組むことができて
いる。
・主体的に書の幅広い表現の学習活動に取り
組むことができている。

○ ○

10

○

B 唐代の楷書とその周辺
【知識及び技能】
・楷書の古典に基づく基本的な用筆
・運筆の技能、線質、字形や構成を
生かした表現
・線質、字形、構成等の要素と表現
効果や風趣との関わり、日本及び中
国等の文字と書の伝統と文化につい
て
上記を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・楷書の古典の価値とその根拠につ
いて考え、書のよさや美しさを味
わって捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
・幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性を
豊かにし、書を愛好する心情を養
う。

○ ○

足立
芸術（書道） 書道Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

書の表現の方法や形式、多様性などについて幅
広く理解するとともに、書写能力の向上を図
り、書の伝統に基づき、効果的に表現するため
の基礎的な技能を身に付けるようにする。

書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて構
想し表現を工夫したり、作品や書の伝統と文化
の意味や価値を考え、書の美を味わったり捉え
たりすることができるようにする。

東京書籍　書道Ⅰ

書道Ⅰ

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

書道Ⅰ

思 学

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯にわ
たり書を愛好する心情を育むとともに、感性を
高め、書の伝統と文化に親しみ、書を通して心
豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。



〇 〇

G 創作
【知識及び技能】
・用具・用材の特徴と表現効果との
関わり、名筆や現代の書の表現と用
筆・運筆との関わりについて理解し
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
・古典の書体や書風に即した用筆・
運筆、字形、全体の構成について構
想し工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に漢字の書の幅広い表現の
学習活動に取り組もうとしている。

２
学
期

D 【行書】【草書】【隷書】【篆
書】の理解
【知識及び技能】
・行書・草書・隷書・篆書の古典の
書体や書風と用筆・運筆との関わり
について理解する。
・線質、字形、構成等の要素と表現
効果や風趣との関わり、日本及び中
国等の文字と書の伝統と文化、各書
体に特有の字形や線質の特徴を理解
する。
・行書・草書・隷書・篆書の古典に
基づく基本的な用筆・運筆の技能、
線質、字形や構成を生かした表現を
身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
・行書・草書・隷書・篆書の古典の
書体や書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について構想し工夫
する。
【学びに向かう力、人間性等】
・幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性を
豊かにし、書を愛好する心情を養
う。

〇指導事項
　書体の違いを理解させる。
　【行書】
　・蘭亭序
　・風信帖
　・三筆・三跡について
　【草書】
　・真草千字文
　【隷書】
　・曹全碑
　【篆書】
　・秦山刻石

〇教材
  大筆、小筆、硯、文鎮、紙、墨
　毛氈、参考作品

〇

F 仮名の書
【知識及び技能】
・仮名の古筆に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、連綿と単体、線
質、字形を生かした表現をするため
の技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
・仮名の古筆の書風に即した用筆・
運筆、字形、全体の構成について構
想し工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に仮名の書の幅広い表現の
学習活動に取り組もうとしている。

〇指導事項
　創作

〇教材
  大筆、小筆、硯、文鎮、紙、墨
　毛氈、参考作品、字書

〇

〇指導事項
　・仮名の成立や種類
　・筆使い、平仮名、変体仮名、
　　連綿について理解させる
　書風の違いを理解させる。
　・蓬莱切
　・高野切第三種
　・三色紙
　構成方法の理解
　・散らし書き
　・行書き

〇教材
  小筆、硯、文鎮、紙、墨
　毛氈、参考作品

〇

３
学
期

E 漢字仮名交じりの書
【知識及び技能】
・目的や用途に即した効果的な表
現、漢字と仮名の調和した線質によ
る表現の技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
・漢字と仮名の調和した字形、文字
の大きさ、全体の構成、目的や用途
に即した表現形式、意図に基づいた
表現、名筆を生かした表現や現代に
生きる表現について構想し工夫す
る。
・創造された作品の価値とその根
拠、生活や社会における書の効用に
ついて考え、書のよさや美しさを味
わって捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
・幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性を
豊かにし、書を愛好する心情を養
う。

〇指導事項
　・参考作品の臨書
　・創作

〇教材
  小筆、硯、文鎮、紙、墨
　毛氈、参考作品

〇

【知識及び技能】
・行書・草書・隷書・篆書の古典の書体や書
風と用筆・運筆との関わりについて理解す
る。
・線質、字形、構成等の要素と表現効果や風
趣との関わり、日本及び中国等の文字と書の
伝統と文化、各書体に特有の字形や線質の特
徴を理解する。
・行書・草書・隷書・篆書の古典に基づく基
本的な用筆・運筆の技能、線質、字形や構成
を生かした表現を習得できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・行書・草書・隷書・篆書の古典の書体や書
風に即した用筆・運筆、字形、全体の構成に
ついて構想し工夫できた。
【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取り
組み、書に対する感性を豊かにし、書を愛好
する心情を養える。

〇 〇 〇 33

7

〇

【知識及び技能】
・用具・用材の特徴と表現効果との関わり、
名筆や現代の書の表現と用筆・運筆との関わ
りについて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について構想し工夫できた。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に漢字の書の幅広い表現の学習活動
に取り組もうとしている。

7

〇

【知識及び技能】
・目的や用途に即した効果的な表現、漢字と
仮名の調和した線質による表現の技能を習得
できている。
【思考力、判断力、表現力等】
・漢字と仮名の調和した字形、文字の大き
さ、全体の構成、目的や用途に即した表現形
式、意図に基づいた表現、名筆を生かした表
現や現代に生きる表現について構想し工夫で
きた。
・創造された作品の価値とその根拠、生活や
社会における書の効用について考え、書のよ
さや美しさを味わって捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
・幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取
り組み、書に対する感性を豊かにし、書を愛
好する心情を養うことができている。

〇

〇

【知識及び技能】
・仮名の古筆に基づく基本的な用筆・運筆の
技能、連綿と単体、線質、字形を生かした表
現をするための技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
・仮名の古筆の書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について構想し工夫してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に仮名の書の幅広い表現の学習活動
に取り組もうとしている。

〇 〇 〇

4

合
計

78

〇

〇 〇〇

〇



年間授業計画

高等学校 令和８年度（４学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年（普通科・商業科）

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[
や

]

話
[

発

]

書

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1

1

外国語（英語） 英語コミュニケーションⅡ

指導事項
〇関係代名詞の非制限用法、whatの
用法を理解させる。
　This is a yomifuda, which has
  a waka poem.
  Let me introduce Mr.Kato, who
  has been abroad for a long
  time.
  What is important to me is my
  family.
　
〇新出単語の読み方と意味を定着さ
せる。
  competitive / martial art /
  mental / speed / reciter /
  grab / corresponding / compete
  fiercely / as well as
  the first half / so-that...

〇

○

外国語（英語）

【知識及び技能】
現在完了形の受動態、受動態の用法が理解
できる。

【思考力・判断力・表現力等】
現在完了形の受動態、受動態を用いて身近
なことなどを英語で表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
日本の農業の問題点を身近なこととして学
ぼうとする。ワークシートに積極的に取り
組む。

【知識及び技能】
助動詞＋受け身の用法が理解できる。

【思考力・判断力・表現力等】
助動詞＋受け身の用法を用いて身近なこと
などを英語で表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
現在、スマート農業の一環として、AI技術
がどのように利用されているか、積極的に
読み取る。ワークシートに積極的に取り組
む。

【知識及び技能】
関係代名詞の非制限用法、whatの用法が理
解できる。

【思考力・判断力・表現力等】
関係代名詞の非制限用法、whatを用いて、
身近なことなどを英語で表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
競技かるたは優雅なだけでなく、厳しい訓
練も必要とされることを主体的に学ぶ。
ワークシートに積極的に取り組む。

〇

外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、 これらの知識を、聞くこと、読むこと、話すこ
と、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】

領域

・Lesson 6 Smart Agriculture

【SECTION　①】
日本の農業従事者の数が減少してい
る理由と、農作物を支援するために
導入されている先端技術について知
る。

【知識及び技能】
現在完了形の受動態の用法を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
現在完了形や受動態の文を用いて、
身近なことについて英語で表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
スマート農業の概念を学び、これま
での農業従事者の苦労と農業の未来
に思いをはせる。

指導事項
〇現在完了形の受動態の用法を理解
させる。
　Advanced technologies have
been introduced

〇受動態の用法を復習させる。
　　This development is called
"smart agriculture"

〇新出語句の読み方と意味を定着さ
せる。
　agriculture / depend / mostly
  skilled / advanced /
  agricultural / assist /
  movement / reduce / physical /
  reduce / physical / easily

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

「話す（やりとり）」「話す（発表）」「書く」の３領域
を中心とした発信能力の育成を強化し、本校の生徒の実態
に即したプレゼンテーション等を通して、英文に親しみな
がら、論理の構成や展開を工夫し、簡単な英語で身近な友
人やALTとコミュニケーション活動ができる力を養う。

簡単な英語を用いて、身近な友達やALTと、日常的な話題
や社会的な話題について、情報や考えなどの概要や要
点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解した
り、これらを活用して適切に表現したり伝えあうことが
できる。

１
学
期

・Lesson 8 A Martial Arts on
           Tatami

【SECTION　①②③】
「畳の上の格闘技」ともいわれる競
技かるたの魅力を知る。

【知識及び技能】
関係代名詞の非制限用法、whatの用
法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
関係代名詞の非制限用法、whatの用
法を用いて、身近なことについて英
語で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
かるたに載っている和歌にも触れ、
普段なかなか接することのできない
日本の伝統文化についても学ぶ。

評価規準

○

○ ○

〇

知

【学びに向かう力、人間性等】

・Lesson 7 Smart Agriculture

【SECTION　②③】
現在のスマート農業の具体例とし
て、AIが収穫等の重労働に活用され
てきていることを知る。

【知識及び技能】
助動詞＋受け身の用法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
助動詞＋受け身の文を用いて、身近
なことについて英語で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
今後のAI技術の発展により、24時間
就労も可能になりつつあることを読
み取り、写真を見ながら英語でス
マート農業の現状を説明できる。

指導事項
〇助動詞＋受け身（will be 過去分
詞など）の用法を理解させる。
　will be / can be / must be
  may be

〇アクセントの位置に注意して発音
させる。
　desert, object（名詞・動詞）/
  tomato / technology
　automatically / agriculture
 
〇新出単語の読み方と意味を定着さ
せる。
　sensor / capture / task /
  productivity / increase
  some...others- / instead
  of.../ as... / be able to
  24 hours a day

○ ○ 〇

定期考査（期末）

【知識及び技能】

三省堂　Vista English Communication Ⅱ　

外国語（英語）

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外国語で情報や考えなどの概
要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることがで
きる。

○

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的 自律的に外国語を用い
てコミュニケーションを図ろうとする。

英語コミュニケーションⅡ

【 知　識　及　び　技　能 】

○○

〇

英語コミュニケーションⅡ

実技試験含む（インタビュー、発表）
○

○○

○

○

様々な国と、外国語の背景にある文化に対する理解を深
め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主
体的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろ
うとする態度を身に付ける。

思

2

１学期のまとめ

定期考査（中間）

配
当
時
数

態

○ 〇

〇 1○

○ 7

11

6

○ ○

○



1

○ ○

ENJOY COMMUNICATION3
　　The Open Window

イギリスの作家サキのブラックユー
モアとウイットにあふれた代表作を
読む。

【知識及び技能】
３年間で習った語句を復習し、定着
する。
【思考力、判断力、表現力等】
新出単語の意味を推測しながら本文
のあらすじを捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
訪問先の屋敷で聞いた奇妙な話から
展開するストーリーの展開を想像し
ながら、英語の物語に親しむ。

・指導事項
物語内に登場する以下の熟語や文法
事項を復習する。
〇 as far as-
〇 take care of-
〇 get worse
〇be about to-
〇hardly anyone...
〇have-to do...
〇代名詞

・新出単語の読み方と意味を定着さ
せる。
　confident / calm / hide /
  moment / silence / hardly /
  admit / whether / widow /
  tragedy / peaceful / stuck /
  shiver / tease / apologize /

○ ○

定期考査（中間）
〇

○

78

定期考査（期末）
〇 〇 〇 〇 〇

・Lesson 9 Biologging

【SECTION　①②③】
バイオロギングの研究の実際や、研
究から明らかになったことを通し
て、動物や自然環境について学ぶ。

【知識及び技能】
分詞構文、強調構文の用法を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
分詞構文、強調構文を用いて、身近
なことについて英語で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
この分野においては日本が世界を
リードしていることを本文から読み
取り、普段あまり考えることのない
動物の生態に興味関心を持つ。

・指導事項
〇原因、時、理由、付帯状況等を表
す分詞構文の用法を理解させる。
　Carring the logger, the
  animals collect data.
  Smiling at me, a girl gave me
  a flower.
〇 強調構文の用法を理解させ、定
着させる。
　It was this project that
  revealed both things.
〇新出単語の読み方と意味を定着さ
せる。
　logger / natual / biologging /
  lead / realize / behavior
  aquatic / dive / data logger /
  be attached to- / once

○ ○

〇

合
計

〇 1

〇 〇

○ 15

17

〇

○

○

定期考査（学年末）

単語・文法のまとめ
【知識及び技能】
　代名詞、基本文型、助動詞、完了
形、関係詞等、文法事項を幅広く復
習し、豊かな表現力を育成する。
【思考力、判断力、表現力等】
代名詞、基本文型、助動詞、完了
形、関係詞等を用いて、身近なこと
について英語で表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
文法を主体的に学び、自分の考えを
英語で表現し、友達と多言語でコ
ミュニケーションする楽しさを知
る。

○

【知識及び技能】
　様々な単語や文法を多角的に用いて、文
法の違いに注意しながら英文の構造を理解
することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
様々な単語や文法を用いて、自分のことを
英語で相手に豊かに伝えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
様々な単語や英文の構造を理解し、多くの
英語表現に親しむ。

○ ○

【知識及び技能】
原因、時、理由、付帯状況等を表す分詞構
文の用法が理解できる。

【思考力・判断力・表現力等】
原因、時、理由、付帯状況等を表す分詞構
文を用いて身近なことなどを英語で表現で
きる。

【学びに向かう力、人間性等】
生物の生態や環境を守るために様々な最新
技術が駆使されていることを知る。ワーク
シートに積極的に取り組む。関係代名詞の
非制限用法の用法が理解できる。

【知識及び技能】
　物語のあらすじを大まかに英語でとらえ
ることができる。

【思考・判断・表現】
本文に登場する文法事項や熟語を用いて、
ストーリーの中身を英語で表現することが
できる。

【学びに向かう力、人間性等】
普段読まない英文学に触れ、サキ独特の世
界観や物語展開、ブラックユーモアを読み
取り、親しもうとしている。また、基本的
な文法事項を多角的に学ぶことができる。

○ ○

〇

〇

○ ○

○ 1

２学期のまとめ

1

〇 ○ ○

○ ○

・指導事項
〇代名詞、基本文型
〇助動詞、動名詞、不定詞
〇現在完了形、受動態
〇関係詞、分詞
〇比較、仮定法、知覚動詞、過去完
了形、過去完了進行形

○

○

○
２
学
期

３
学
期

〇 〇

15○



年間授業計画

高等学校 令和８年度（４学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年（普通科・商業科）

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

〇 〇 〇 〇 〇 〇 1

○ ○ 〇 〇

ENJOY READING!-2 The Christmas
Truce
【知識及び技能】
1914年に勃発した第一次世界大戦に
おいて激しい戦闘を繰り広げていた
イギリスとドイツの戦地でおきたク
リスマスの時期に起こった「奇跡」
の物語を英語で読み、平和について
メッセージを読み取る。

【思考力、判断力、表現力等】
第一次世界大戦を通じて、現在の成
果情勢についても考察し自分自身の
考えを英語で表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
平和問題について深く考える。

・指導事項
〇動名詞、仮定法過去の用法
 
〇語彙

〇教室内での英会話、発表

〇平和について

○ ○

〇 〇

○

○

定期考査(学年末）

単語・文法のまとめ
【知識及び技能】
　4年間で学んだ単語のうち、基本
的なものを復習する。

【思考力、判断力、表現力等】
ベーシックな単語を使い、身近なこ
とについて英語で表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
単語と文法を主体的に学び、自分の
考えを英語で表現し、友達と多言語
でコミュニケーションする楽しさを
知る。

・指導事項
〇単語
〇代名詞、基本文型
〇助動詞、動名詞、不定詞
〇現在完了形、受動態
〇関係詞、分詞
〇比較、仮定法、知覚動詞、過去完
了形、過去完了進行形 ○ ○ ○

ENJOY READING!－３
My Dream
【知識及び技能】
　宇宙飛行士である野口聡一氏の鵜
風飛行士になるまでのエッセイを読
み、野口氏の職業や夢への思いに触
れながら職業選択について考える。
【思考力、判断力、表現力等】
　仮定法過去の用法を用いて、身近
な事柄を英語で相手に伝えられるよ
うにする。
【学びに向かう力、人間性等】
エッセイを通して、自身の将来の仕
事や夢を共有する。

・指導事項
〇語彙

〇関係代名詞の非制限用法

〇基本的なessayの書き方
　
〇教室内での英会話

○ ○

合
計

78

知

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査（期末）

定期考査（期末）
〇 〇 〇

○ ○ 1○
4年間のまとめ

２
学
期

３
学
期

○

外国語(英語) 英語コミュニケーション応用 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

3年生の復習
British Council Learn English
Teens　Reading skills practice
"Finding a Job"に挑戦
【知識及び技能】仕事という身近な
テーマで英文の内容を理解すること
ができる。
【表現力等】
本文の語彙を用いて、自分の希望す
る仕事や条件を英語で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に会話活動に参加し、他者と
のやりとりを通じ、お互いの意見や
考えを共有する。

・指導事項
〇3年生までの復習とCEFR A２レベ
ルの英文法、語彙、会話表現

〇アルバイトや就労に関する語彙や
労働条件を学ぶ

〇教室内での英会話 ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

英語の基本的な語彙、表現、文法、言語の働きなどの多角的
な理解を深め、これらの知識を、聞くこと、読むこと、話す
こと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、
目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技能を身に
付けるようにする。

友達やALTと、平易な英語を用いて、日常的な話題や社会的
な話題について、身近な話題を適切に表現したり伝え合っ
たりすることができる力を養う。また、音読やリスニング
活動を通して、楽しく英語の活動に取り組めるようにす
る。

三省堂　Vista English Communication Ⅱ

外国語(英語)

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外国語で情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し
手や書き手の意図などを的確に理解したり、これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的・自律的に外国語を用いてコミュニケーション
を図ろうとする態度を養う。

英語コミュニケーション応用

【 知　識　及　び　技　能 】

１
学
期

国際社会に生きる自覚を持ち、外国語の背景にある文化に対
する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮し
ながら、主体的・自律的に外国語を用いてコミュニケーショ
ンを図ろうとする態度を養う。

〇

外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、 これらの知識を、聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによる実際の
コミュニケーションにおいて、目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

ENJOY READING!－1・The Open
Window

ブラックユーモアに富む独特な短編
小説をおおく残したイギリスの作家
の代表作を登場人物の際やその意
図、物語の展開を想像しながら英語
で楽しんで読む。

【知識及び技能】
教科書の英文を読んで、想像を膨ら
ませながら内容を理解することがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
既習の文法事項を用いて、物語につ
いて要旨や感想を英語で表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的に自分の考えを発信する。ま
た周りの生徒は発表者の意見や考え
を共有する。

・指導事項
〇受け身の用法（現在形・過去形）

〇現在完了（完了・経験）

〇新出語彙

〇

定期考査（中間）
〇

○

○ ○

定期考査（中間）

外国語(英語)

評価規準

【知識及び技能】
3年生の復習、および CEFR A2程度の英文
の内容、語彙、会話表現を理解することが
できる。

【思考力、判断力、表現力等】
CEFR A2程度の英文の内容、語彙、会話表
現を理解し、それらを用いてアルバイトや
就労について自分の希望や考えを英語で伝
えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的に言語活動に参加し、他者とのやり
とりを通じ、知識の習得・定着に努めてい
る。

【知識及び技能】
既存の文法知識（主に受け身・現在完了）
を使った表現や語彙を理解することができ
る。

【思考力、判断力、表現力等】
物語の要旨や感想を英語で伝えることがで
きる。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的に学習活動に参加し、他者とのやり
とりを通じ、知識の習得・定着に努めてい
る。

〇

○

○ ○

〇

〇

○

○

○ ○

○

英語コミュニケーション応用

〇 1

〇

○ 15

16

〇

○

○

○

【知識及び技能】
　基本的な単語や文法を用いて、多くの平
易な英文を理解することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
基本的な単語や文法を用いて、自分のこと
を英語で相手に伝えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
英語を使ってお互いの気持ちを伝えあう楽
しさを知る。また、外国人と積極的に英語
でコミュニケーションすることができる。

○ ○

実技試験（インタビュー、発表）

【知識及び技能】
第一次世界大戦について知り、語彙を理解
することができる。また学んだ語彙を使っ
て短い英作文を書くことができる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
第一次世界大戦から平和について学び、現
在起きている戦争や紛争とも関連してそれ
らを学び、自分の意見を英語で伝えたり、
作文に書くことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
現在の世界情勢と結びつけながら平和問題
を考えることができる。

【知識及び技能】
　動名詞や仮定法過去完了形の用法を正し
く理解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
動名詞や仮定法過去完了を用いて、身近な
ことなどについて英語で表現することがで
きる。

【学びに向かう力、人間性等】
自身の将来の夢や職業について考え、言語
化する。

○

○ ○

〇 1

〇 ○ ○

○ ○

○

配
当
時
数

学

○ 〇

〇

〇 〇 1

16

○

○ 10

15

○

○

〇 1

思



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 C 組  

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

課題を解決する力の向上を目指して自ら学び、
ビジネスの創造と発展に主体的かつ協働的に取
り組む態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

商業の各分野について実務に即して体系的・系
統的に理解するとともに、相互に関連付けられ
た技術を身に付けるようにする。

ビジネスに関する課題を発見し、ビジネスに携
わる者として解決策を探究し、科学的な根拠に
基づいて創造的に解決する力を養う。

配当
時数

１
学
期

基本的な機能を使用して、プレゼン
テーション資料を作成する。

＜４級レベル＞
○文字・記号の入力
○フォントの変更（明朝、ゴシック）
○フォントサイズの変更（ポイントの変
更）
○文字書体（太字、斜体、下線、文字色
など）
○箇条書き記号
○文字の配置
○図形描画（四角形、角丸四角形、楕
円、八角形、ひし形）
○図形の配置
○図形の加工（文字入力、塗りつぶし）
○アニメーションの挿入（開始［表示、
スライドイン、フェード、ズームな
ど］）
○プレゼンテーションファイルの保存

【知識及び技能】
プレゼンテーションの意義と重要性について
考え、説明することができたか。
【思考力、判断力、表現力等】
プレゼンテーションの作成についての情報収
集を行い、効果的なプレゼンテーションを作
成するために工夫したか。日常利用している
さまざまな情報に関心を持ち、その意義や役
割を考え、理解することができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
ビジネスにおけるプレゼンテーションの役割
を理解し、これを活用するための知識や技術
を積極的に身に付けようとする態度を持った
か。

〇 〇 ○ 10

単元の具体的な指導目標 知 思 学

1

画像・表などを使用して、聞き手の
理解を促すプレゼンテーション資料
を作成する。

○

〇 1

〇 〇

課題研究
商業 課題研究 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

教科書なし　使用教材　日本情報処理検定協会　プレゼンテーション

商業

ビジネスに関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養
う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、ビジネスの創造と発展
に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

課題研究

【 知　識　及　び　技　能 】

足立高等学校 令和８年度（４学年用） 教科　商業

商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

○ 14

○ ○ 〇

定期考査
○ ○ 〇

〇

定期考査

評価規準

合計

78

高度な機能を使用するとともに、画
像・図形などを自由に配置し、プレ
ゼンテーションのストーリー展開を
意識した資料を作成する。

＜１級レベル＞
○特殊文字
○テキストファイル（ＣＳＶ形式）
を使用したグラフの作成
○リンクの挿入（スライド間、外部
リンク）
○図形・画像の書式設定（順序な
ど）
○スライドの並べ替え
○その他応用

【知識及び技能】
プレゼンテーションの意義と重要性について
考え、説明することができたか。
【思考力、判断力、表現力等】
プレゼンテーションの作成についての情報収
集を行い、効果的なプレゼンテーションを作
成するために工夫したか。日常利用している
さまざまな情報に関心を持ち、その意義や役
割を考え、理解することができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
ビジネスにおけるプレゼンテーションの役割
を理解し、これを活用するための知識や技術
を積極的に身に付けようとする態度を持った
か。

〇

定期考査(通常授業)
〇 〇 〇 1

1

〇 〇 17

15

定期考査(通常授業)
〇

17３
学
期

1

検定試験の各級の合格基準に即し、
かつ、制限時間内に資料を作成する
ことができる。

パワーポイントを使用し、プレゼン
テーション用の資料を作成する。
プレゼンテーション作成検定試験の
練習。

【知識及び技能】
プレゼンテーションの意義と重要性について
考え、説明することができたか。
【思考力、判断力、表現力等】
プレゼンテーションの作成についての情報収
集を行い、効果的なプレゼンテーションを作
成するために工夫したか。日常利用している
さまざまな情報に関心を持ち、その意義や役
割を考え、理解することができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
ビジネスにおけるプレゼンテーションの役割
を理解し、これを活用するための知識や技術
を積極的に身に付けようとする態度を持った
か。

〇 〇

２
学
期

図形・表の加工などのデザインに重
点を置き、グラフ・アニメーション
などの視覚効果を多用した資料を作
成する。

＜２級レベル＞
○図形の加工（立体、影付きなど）
○表の加工（セル結合、塗りつぶし
など）
○グラフの作成
○画面切り替えの設定
○アニメーションの挿入（終了［ク
リア、スライドアウト、フェード、
ズームなど］）、応用

【知識及び技能】
プレゼンテーションの意義と重要性について
考え、説明することができたか。
【思考力、判断力、表現力等】
プレゼンテーションの作成についての情報収
集を行い、効果的なプレゼンテーションを作
成するために工夫したか。日常利用している
さまざまな情報に関心を持ち、その意義や役
割を考え、理解することができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
ビジネスにおけるプレゼンテーションの役割
を理解し、これを活用するための知識や技術
を積極的に身に付けようとする態度を持った
か。

〇 〇

＜３級レベル＞
○複数スライドの共通設定（スライ
ド番号・背景の設定など）
○画像の挿入（貼り付け）
○画像の配置
○図形描画（吹き出し、ブロック矢
印など）
○表の挿入と配置
○表の加工（線種など）
○アニメーションの挿入（強調［ス
ピンなど］）

【知識及び技能】
プレゼンテーションの意義と重要性について
考え、説明することができたか。
【思考力、判断力、表現力等】
プレゼンテーションの作成についての情報収
集を行い、効果的なプレゼンテーションを作
成するために工夫したか。日常利用している
さまざまな情報に関心を持ち、その意義や役
割を考え、理解することができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
ビジネスにおけるプレゼンテーションの役割
を理解し、これを活用するための知識や技術
を積極的に身に付けようとする態度を持った
か。

〇 〇

定期考査
○ ○

指導項目・内容



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 C 組  

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

能力の向上を目指して自ら学び、コンピュータ
会計を主体的かつ協働的に取り組もうとしてい
る。

【学びに向かう力、人間性等】

コンピュータ会計について実務に即して体系
的・系統的に理解するとともに、関連する技術
を身に付けている。

コンピュータ会計に関する課題を発見し、将来
ビジネスに携わる者として創造的に解決しよう
としている。

配当
時数

１
学
期

簿記とは何かを考える学習活動によ
り、体系的にコンピュータで行われ
る会計処理の意義と役割を理解す
る。
会計処理により作られる帳簿の必要
性を理解する。

弥生会計を使用し、会計処理を行
う。
コンピュータ会計検定試験の練習。

【知識及び技能】
コンピュータ会計の意義と重要性について考
え、説明することができたか。
【思考力、判断力、表現力等】
ビジネスにおけるコンピュータ会計の役割を理
解したか。
【学びに向かう力、人間性等】
これを活用するための知識や技術を積極的に身
に付けようとする態度を持ったか。

〇 〇 ○ 15

単元の具体的な指導目標 知 思 学

1

簿記とは何かを考える学習活動によ
り、体系的にコンピュータで行われ
る会計処理の意義と役割を理解す
る。
会計処理により作られる帳簿の必要
性を理解する。 ○

〇 1

○ 〇

総合実践
商業 総合実践 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

教科書なし　使用教材　コンピュータ会計能力検定試験

商業

ビジネスに関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養
う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、ビジネスの創造と発展
に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

情報処理

【 知　識　及　び　技　能 】

足立高等学校 令和8年度（4学年用） 教科　商業

商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

○ 26

○ ○ 〇

定期考査
○ ○ 〇

〇

定期考査

評価規準

合計

117

簿記とは何かを考える学習活動によ
り、体系的にコンピュータで行われ
る会計処理の意義と役割を理解す
る。
会計処理により作られる帳簿の必要
性を理解する。

弥生会計を使用し、会計処理を行
う。
コンピュータ会計検定試験の練習。
青色申告についての学習。

【知識及び技能】
コンピュータ会計の意義と重要性について考
え、説明することができたか。
【思考力、判断力、表現力等】
ビジネスにおけるコンピュータ会計の役割を理
解したか。
【学びに向かう力、人間性等】
これを活用するための知識や技術を積極的に身
に付けようとする態度を持ったか。

〇

定期考査(通常授業)
○ ○ 〇 1

1

〇 〇 23

22

定期考査(通常授業)
○

26３
学
期

1

簿記とは何かを考える学習活動によ
り、体系的にコンピュータで行われ
る会計処理の意義と役割を理解す
る。
会計処理により作られる帳簿の必要
性を理解する。

弥生会計を使用し、会計処理を行
う。
コンピュータ会計検定試験の練習。
青色申告についての学習。

【知識及び技能】
コンピュータ会計の意義と重要性について考
え、説明することができたか。
【思考力、判断力、表現力等】
ビジネスにおけるコンピュータ会計の役割を理
解したか。
【学びに向かう力、人間性等】
これを活用するための知識や技術を積極的に身
に付けようとする態度を持ったか。

〇 〇

２
学
期

簿記とは何かを考える学習活動によ
り、体系的にコンピュータで行われ
る会計処理の意義と役割を理解す
る。
会計処理により作られる帳簿の必要
性を理解する。

弥生会計を使用し、会計処理を行
う。
コンピュータ会計検定試験の練習。
青色申告についての学習。

【知識及び技能】
コンピュータ会計の意義と重要性について考
え、説明することができたか。
【思考力、判断力、表現力等】
ビジネスにおけるコンピュータ会計の役割を理
解したか。
【学びに向かう力、人間性等】
これを活用するための知識や技術を積極的に身
に付けようとする態度を持ったか。

〇 〇

弥生会計を使用し、会計処理を行
う。
コンピュータ会計検定試験の練習。

【知識及び技能】
コンピュータ会計の意義と重要性について考
え、説明することができたか。
【思考力、判断力、表現力等】
ビジネスにおけるコンピュータ会計の役割を理
解したか。
【学びに向かう力、人間性等】
これを活用するための知識や技術を積極的に身
に付けようとする態度を持ったか。

〇 〇

定期考査
○ ○

指導項目・内容



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 C 組  

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

企業活動を改善する力の向上を目指して自ら学
び、企業活動におけるソフトウェアの活用に主
体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

企業活動におけるソフトウェアの活用について
実務に即して体系的・系統的に理解するととも
に、関連する技術を身に付けるようにする。

企業活動におけるソフトウェアの活用に関する
課題を発見し、ビジネスに携わる者として科学
的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養
う。

配当
時数

１
学
期

第１章
企業活動とソフトウェアの活用
第２章
情報通信ネットワークの導入と運用
・身近な事例を基にビジネスにおけ
るソフトウェアの活用を考える学習
活動により、ソフトウェアの意義と
重要性を理解する。
・ネットワーク機器の機能や情報技
術の進歩に伴う通信手段の変化につ
いて理解し、それを活用するコン
ピュータやプリンタをLANやイン
ターネットに接続するための基礎的
な方法や、情報通信ネットワークの
システム障害に対処するための基本
的な技術を身に付ける。

・指導項目
１．ソフトウェアの重要性
２．情報通信ネットワークの導入
と運用
３．情報資産の保護

・教材
プリント
端末で学んだことの具体例を調べ
る。

【知識・技能】
IoT、AI、BDついて理解するとともに、関連す
るソフトウェア技術の活用と社会課題につい
て、その関連性を理解できたか。
【思考・判断・表現】
ソフトウェアの意義と社会課題について、
様々な社会活動と関連付けて見い出せたか。
【学びに向かう力、人間性等】
ビジネスにおけるソフトウェアの役割を理解
し、これを活用するための知識や技術を積極
的に身に付けようとする態度を持てたか。

〇 〇 20

単元の具体的な指導目標 知 思 態

1

・指導事項
１．オペレーションズ・リサーチ
２．情報の集計と分析
３．手続きの自動化

・教材
プリント
端末で学んだことの具体例を調べ
る。

【知識・技能】
ビジネスに関する情報の集計と分析について
実務に即して理解できたか。手続きの自動化
についての基本的な考え方を理解できたか。
【思考・判断・表現】
財務情報や販売情報の分析結果から、企業の
経営状態や販売傾向などを理解でき、表計算
ソフトウェアを活用して概略を表現できた
か。
【学びに向かう力、人間性等】
財務情報や販売情報に関心を持ち、表計算ソ
フトウェアの機能を利用した分析実習に主体
的かつ協働的に取り組めたか。

〇 〇

定期考査

ソフトウェア活用

商業 ソフトウェア活用 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

実教出版　ソフトウェア活用

商業

ビジネスに関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養
う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、ビジネスの創造と発
展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

ソフトウェア活用

【 知　識　及　び　技　能 】

足立高等学校 令和８年度（４学年用） 教科　商業

商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身につけるようにする。

合計

117

第５章
業務処理用ソフトウェアの活用
・グループウェアを活用することの利
点と、グループウェアを活用して効率
的に業務を行う方法について理解す
る。
・販売管理ソフトウェアを活用するこ
との利点と、販売管理ソフトウェアを
活用して効率的に業務を行う方法につ
いて理解する。
・給与計算ソフトウェアを活用するこ
との利点と、給与計算ソフトウェアを
活用して効率的に業務を行う方法につ
いて理解する。

・指導事項
１．仕入・販売管理ｿﾌﾄｳｪｱの活用
２．給与計算ソフトウェアの活用
３．グループウェアの活用

・教材
プリント
端末で学んだことの具体例を調べ
る。

【知識及び技能】
グループウェア・販売管理・給与管理などのソ
フトウェアについて、活用方法の違いを理解
し、基本的な知識・技術を身に付けることがで
きたか。
【思考力、判断力、表現力等】
ビジネスにおける情報の一元管理や情報の共有
の意味を理解でき、業務処理ソフトウェアを活
用して、業務の効率化に役立てることができた
か。
【学びに向かう力、人間性等】
ビジネスにおける情報の一元管理や情報の共有
の重要性を理解し、業務処理ソフトウェアの効
率的な活用方法を身に付けるために、主体的か
つ協働的に取り組めたか。

〇

定期考査

定期考査
〇 〇

1

1

〇

〇 24

第６章
情報システムの開発
・情報システムの開発に関する基礎的な知識、
技術について実務に即して理解するとともに、
表計算ソフトウェアやデータベースソフトウェ
アによる情報システムの開発と関連付けて理解
を深める。
・情報システムの開発の中でのプログラミング
において、コンピュータに指示を出すための手
順であるアルゴリズムについての基礎的な技術
や、プログラミングに必要な関連する知識、技
術を身に付ける。
・表計算ソフトウェアやデータベースソフト
ウェアのプログラミング機能を利用した簡易な
情報システムの開発を通して、企業活動の改善
を科学的な根拠に基づいて、主体的かつ協働的
に取り組む姿勢を身に付ける。

・指導事項
１．表計算ソフトウェアによる情
報システムの開発
２．データベースソフトウェアに
よる情報システムの開発

・教材
プリント
端末で学んだことの具体例を調べ
る。

３
学
期

指導項目・内容 評価規準

○

○

〇〇

【知識及び技能】
システム開発における代表的な開発モデルと開
発手法について、基礎的な知識を習得してい
る。アルゴリズムの基本を習得し身に付けてい
るか。
【思考力、判断力、表現力等】
システムの開発の手順や開発モデル、各手順の
目的や開発の内容を適切に理解している。デー
タ処理の目的に応じた基本的な処理をアルゴリ
ズムなどに表現することができるか。
【学びに向かう力、人間性等】
システムの開発に興味を持ち、その設計や作成
の方法を積極的に学ぼうとしている。ソフト
ウェアの特色を生かした実習に積極的に取り組
み主体的かつ協働的に取り組めたか。

２
学
期

第４章
データベースソフトウェアの活用
・データベースの特徴や基本的な機能
を理解する。
データベースソフトウェアを活用す
る・ための知識と技術について理解す
る。
・フォームを用い、手続きを登録する
方法を理解する。
・データベースの構造を理解する。ま
た、表を正規化するための手順を理解
する。
・ＳＱＬを用いた汎用的なデータベー
スの操作方法について理解する。

・指導事項
１．データベースの重要性
２．データベースの設計
３．データベースの作成と操作
４．手続きの自動化

・教材
プリント
端末で学んだことの具体例を調べ
る。

【知識及び技能】
データベースの役割やリレーションシップの
意味を理解している。テーブル・クエリ・
フォーム・レポートの操作方法と、SQLの基本
文法を理解できたか。
【思考力、判断力、表現力等】
業務の特性に合わせた、データベースの効果
的な活用方法を判断でき、既存のマクロ機能
やSQLの処理内容を理解することができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
ビジネスにおけるデータベースの活用に関心
を持ち、知識・技術の理解に、主体的かつ協
働的に取り組めたか。

〇 〇

16

1

定期考査

○ ○

〇 22

○

1

○

第３章
表計算ソフトウェアの活用
・表計算ソフトウェアを通して、
情報の集計と分析について理解
し、様々な集計や分析方法、集計
した情報から、分析結果を適切に
表現する能力を身に付ける。
・表計算ソフトウェアを通して、
オペレーションズ・リサーチの基
礎を理解し、目的に応じて適切な
手法を活用する技術を身に付け
る。
・マクロの記録機能を用いて、手
続きの自動化の考え方を理解し、
基本的な技術を身に付ける。

○

○ 30

定期考査


